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●
特
集
－
明
治
大
学
史
を
問
う

日
本
近
代
史
と
明
治
大
学

　
　
　
　
　
－
総
合
講
座
開
講
三
周
年
に
寄
せ
て
ー

渡
　
辺
　
隆
　
喜

は
じ
め
に

　
一
九
九
七
年
度
か
ら
明
治
大
学
学
部
間
共
通
総
合
講
座
に
「
日

本
近
代
史
と
明
治
大
学
」
が
加
え
ら
れ
た
。
最
初
に
一
、
二
年
生

用
に
和
泉
校
舎
に
設
置
さ
れ
た
こ
の
講
座
も
、
今
年
は
理
系
の
生

田
校
舎
と
駿
河
台
の
二
部
授
業
に
も
導
入
さ
れ
、
三
ヵ
所
の
同
時

併
設
開
講
と
な
っ
た
。
創
設
以
来
三
年
目
を
迎
え
、
好
評
で
あ
る
。

　
こ
の
機
会
に
総
合
講
座
開
設
以
来
の
反
省
と
、
あ
わ
せ
て
「
日

本
近
代
史
と
明
治
大
学
」
に
か
か
わ
る
諸
問
題
を
再
検
討
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
小
特
集
が
組
ま
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
講
座

開
設
以
来
、
名
目
的
な
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
立
場
に
あ
る
私
に
、

こ
の
間
の
問
題
点
を
整
理
せ
よ
と
の
要
請
が
あ
り
、
早
々
に
書
き

上
げ
た
も
の
が
本
稿
で
あ
る
。
問
題
点
の
大
き
さ
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
座
談
会
（
後
掲
）
に
間
に
合
わ
せ
る
た
め
、
不
十
分
な
も
の

に
な
っ
た
が
、
今
後
の
た
た
き
台
に
す
る
た
め
の
草
稿
で
あ
る
こ

と
を
あ
ら
か
じ
め
お
こ
と
わ
り
し
て
お
き
た
い
。

（一

j
　
二
十
一
世
紀
大
学
教
育
論

　
総
合
講
座
「
日
本
近
代
史
と
明
治
大
学
」
．

に
、
私
は
次
の
よ
う
に
書
い
た
。

の
シ
ラ
バ
ス
の
最
初
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「
本
講
座
の
意
図
は
、
明
治
大
学
の
歴
史
を
広
く
近
代
史
の
な
か

に
位
置
づ
け
、
大
学
に
学
ぶ
者
一
人
ひ
と
り
の
存
在
意
義
を
、
社

会
と
の
か
か
わ
り
で
考
え
る
こ
と
に
あ
る
。
学
生
を
含
む
明
大
人

の
『
現
在
』
を
大
学
の
立
場
か
ら
歴
史
的
に
問
う
こ
と
を
課
題
と

し
て
い
る
」
と
。

　
大
学
に
お
け
る
今
日
的
状
況
は
、
一
八
歳
人
口
減
少
に
よ
り
、

志
願
者
激
減
に
と
も
な
う
二
十
一
世
紀
へ
の
生
き
残
り
を
か
け
た

改
革
論
議
が
盛
ん
で
あ
る
。
す
で
に
議
論
の
段
階
が
終
わ
り
、
改

革
の
実
施
に
向
け
て
進
行
中
と
い
っ
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
一
見
、
大
学
経
営
の
危
機
的
状
況
か
ら
招
来
し
た
と
思
わ
れ
る

こ
の
問
題
は
、
一
方
で
は
教
育
の
原
点
と
も
か
か
わ
り
、
教
育
の

質
に
か
か
わ
る
問
題
も
提
起
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
む
し
ろ
志
願

者
減
少
問
題
は
末
で
あ
り
、
教
育
変
化
の
問
題
が
本
で
あ
る
。
そ

れ
ゆ
え
二
十
一
世
紀
に
向
け
て
の
大
学
改
革
は
、
経
営
的
観
点
よ

り
は
教
育
の
質
的
転
換
自
体
の
問
題
と
し
て
、
正
攻
法
で
問
わ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
正
攻
法
の
大
学
論
は
二
十
一
世
紀
を
迎
え
る
変
化
の
時
代
に
ど

う
対
応
す
る
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
教
育
動
向
を
め

ぐ
る
現
況
の
冷
静
な
分
析
が
前
提
に
な
る
。
現
在
、
「
教
育
改
革

の
時
代
的
要
請
」
と
し
て
提
示
さ
れ
て
い
る
の
は
、
「
明
治
期
以

来
の
日
本
の
近
代
化
と
い
う
の
は
追
い
つ
き
型
の
近
代
化
で
あ
る
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
の
追
い
つ
き
型
の
近
代
化
で
あ
る
。
そ
れ
が
現
在

で
は
、
先
進
工
業
国
と
し
て
『
成
長
』
か
ら
『
成
熟
』
の
段
階
に

入
っ
て
、
そ
れ
に
対
応
し
て
変
革
し
て
い
か
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い

時
代
で
あ
る
」
（
「
教
育
改
革
の
時
代
的
要
請
」
臨
教
審
）
と
い
う

現
況
で
あ
る
。
高
等
教
育
を
担
う
大
学
で
は
、
こ
こ
に
指
摘
さ
れ

た
「
成
熟
化
」
「
国
際
化
」
「
情
報
化
」
に
い
か
に
対
応
す
る
か
が

求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
経
済
的
「
成
熟
化
」

の
も
と
で
残
さ
れ
て
き
た
教
育
的
矛
盾
を
い
か
に
克
服
す
る
か
が

重
要
な
こ
と
と
な
ろ
う
。
　
追
い
つ
き
型
近
代
化
の
高
等
教
育
は
、

第
一
に
、
科
学
的
追
及
に
急
の
余
り
、
非
常
な
専
門
主
義
に
陥
っ

て
研
究
の
細
分
化
が
進
み
、
研
究
の
本
質
の
哲
学
的
意
味
を
わ
か

ら
な
く
さ
せ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
あ
る
意

味
で
の
、
大
学
の
中
で
の
「
知
の
欠
如
化
」
の
進
行
で
あ
る
。

　
第
二
は
、
従
来
の
大
学
（
と
く
に
国
立
大
学
）
は
国
家
に
依
存

し
て
生
き
延
び
て
き
て
お
り
、
社
会
に
対
応
し
た
高
等
教
育
に
な

ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
「
国
家
依
存
型
の
大
学
」

か
ら
「
社
会
奉
仕
の
自
立
性
の
あ
る
大
学
」
へ
の
転
換
の
要
請
で
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あ
る
。
つ
ま
り
「
知
の
欠
如
」
か
ら
社
会
的
意
味
の
強
い
「
知
性

の
府
」
の
確
立
の
要
請
で
あ
る
。
後
進
国
型
国
家
主
導
性
の
見
直

し
の
観
点
で
あ
る
。

　
第
三
は
、
従
来
の
学
問
、
教
育
は
社
会
的
に
ど
れ
だ
け
役
立
つ

か
と
い
う
公
用
性
、
実
用
性
と
し
て
、
そ
の
道
具
性
が
直
視
さ
れ

た
余
り
、
哲
学
性
、
文
化
性
が
軽
視
さ
れ
て
き
た
点
で
あ
る
。

　
追
い
つ
き
型
近
代
化
の
弱
点
か
ら
決
別
す
る
「
成
熟
化
社
会
」

の
教
育
的
要
請
が
、
二
十
一
世
紀
大
学
論
の
根
本
で
あ
る
と
す
る

な
ら
ば
、
そ
れ
は
す
ぐ
れ
て
「
個
性
」
化
を
基
礎
と
す
る
「
自
立

性
」
と
「
総
合
性
」
の
教
育
の
必
要
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
今
後
、

ま
す
ま
す
進
む
情
報
化
、
国
際
化
、
あ
る
い
は
成
熟
化
は
、
一
方

で
は
、
そ
れ
に
対
応
す
る
教
育
理
念
の
あ
り
方
が
問
題
と
な
る
。

　
そ
れ
ゆ
え
、
二
十
一
世
紀
の
大
学
教
育
も
、
現
実
的
に
は
日
本

社
会
の
、
ま
た
大
学
個
々
の
そ
れ
ぞ
れ
の
存
立
基
盤
の
あ
り
方
と

関
連
し
て
い
っ
そ
う
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
個
別
大
学
に
と
っ

て
は
建
学
の
原
点
に
も
ど
り
、
歴
史
的
に
現
状
の
あ
り
様
を
問
う

方
法
の
必
要
が
こ
こ
か
ら
生
ず
る
。
そ
の
う
え
で
、
個
性
化
、
自

立
化
、
総
合
化
が
関
連
し
て
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
二
十
一
世

紀
大
学
の
目
ざ
す
方
向
と
し
て
、
こ
こ
か
ら
建
学
理
念
を
体
得
し

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
確
立
し
た
大
学
ハ
イ
マ
ー
ト
論
が
登
場

す
る
こ
と
に
な
る
。

　
か
つ
て
岡
野
学
長
時
代
に
「
二
十
一
世
紀
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
開

か
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
に
出
席
し
た
あ
る
O
B
が
次
の
よ
う

に
指
摘
し
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
す
。
「
か
つ
て
明
治
大
学
に
何

が
あ
っ
て
、
今
、
何
が
な
い
の
か
」
と
い
う
点
か
ら
明
治
大
学
の

将
来
を
考
え
て
み
る
べ
き
で
あ
る
、
と
。
「
か
つ
て
は
コ
、
、
・
ユ
ニ

テ
ィ
ー
が
あ
り
、
人
間
の
集
落
、
村
、
プ
ラ
ザ
が
あ
っ
た
。
今
は

『
人
間
陶
冶
の
村
』
が
な
く
な
っ
て
、
無
機
質
な
キ
ャ
ン
パ
ス
．

ラ
イ
フ
し
か
な
い
の
で
は
な
い
か
。
欠
落
し
て
い
る
の
は
ロ
イ
ヤ

リ
テ
ィ
ー
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
二
十
一
世
紀
に
向
け
て
構
築
さ

る
べ
き
は
、
帰
属
意
識
を
も
っ
た
人
間
陶
冶
の
村
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
」
と
。
続
け
て
、
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
の
改
善
の
方
向
性

を
「
明
治
と
い
う
組
織
の
活
力
を
ど
う
や
っ
て
生
み
出
し
て
い
く

か
と
い
う
こ
と
が
重
要
な
の
だ
。
そ
れ
は
共
通
の
目
標
と
理
念
を

教
職
員
、
学
生
全
員
が
正
し
く
理
解
す
る
よ
う
徹
底
す
る
こ
と
」

で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。

　
ま
さ
に
、
追
い
つ
き
型
近
代
化
の
明
治
大
学
的
反
省
の
こ
と
ば

と
も
い
う
べ
き
主
張
で
あ
る
。
こ
こ
で
主
張
さ
れ
た
共
通
の
理
念
、
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目
標
を
理
解
す
る
前
提
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
建
学
理
念
に
裏

う
ち
さ
れ
た
大
学
史
の
共
通
理
解
で
あ
る
。
ロ
イ
ヤ
リ
テ
ィ
ー
、

帰
属
意
識
を
も
っ
た
組
織
と
し
て
「
燃
え
る
小
集
団
」
作
り
が
努

力
さ
れ
る
と
き
、
学
長
中
心
の
大
学
の
コ
体
性
」
、
「
総
合
性
」

も
ま
た
必
要
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
新
学
部
、
新
学
科
の
創
設
も

「
帰
属
意
識
を
も
つ
知
の
広
場
、
知
の
村
の
再
生
1
ー
ガ
バ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
i
」
の
立
場
か
ら
行
わ
れ
る
べ
き
で
、
新
学
部
と
旧
学
部
、

新
学
科
と
旧
学
科
の
対
応
も
、
「
揺
ら
ぎ
と
引
き
込
み
」
の
関
係

で
処
理
す
る
必
要
が
あ
り
、
新
校
舎
配
置
も
「
精
神
の
ハ
イ
マ
ー

ト
」
化
に
よ
っ
て
工
夫
さ
る
べ
き
こ
と
が
結
論
と
し
て
登
場
す
る

こ
と
に
な
る
。

　
岡
野
学
長
は
こ
の
よ
う
な
方
向
性
の
担
い
手
と
し
て
二
十
↓
世

紀
教
育
の
目
標
を
、
「
実
学
の
パ
イ
ナ
ニ
ア
た
る
知
的
。
ハ
ー
バ
リ

ア
ン
の
育
成
」
に
求
め
、
大
学
環
境
を
「
季
語
が
聞
こ
え
、
方
言

が
飛
び
交
う
緑
豊
か
な
キ
ャ
ン
パ
ス
」
と
す
べ
き
こ
と
を
主
張
さ

れ
た
こ
と
を
、
今
、
懐
か
し
く
思
い
出
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

議
論
の
結
果
と
し
て
総
合
講
座
が
発
足
し
た
こ
と
を
確
認
し
て
お

き
た
い
。

（
二
）
　
明
治
大
学
史
の
視
座

　
日
本
近
代
史
は
ペ
リ
ー
の
来
航
に
始
ま
る
。
し
た
が
っ
て
、
ペ

リ
ー
来
航
が
日
本
に
課
し
た
課
題
の
解
決
が
日
本
近
代
史
の
特
質

と
な
る
。
課
題
の
総
体
は
、
「
万
国
対
峙
」
の
日
本
統
一
国
家
の
形

成
で
あ
る
。
こ
の
目
的
達
成
の
た
め
、
主
に
四
つ
の
方
面
か
ら
努

力
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
第
一
は
、
近
代
国
家
形
成
の
た
め
の

国
家
秩
序
の
整
備
、
と
く
に
法
的
知
識
を
採
用
す
る
体
制
的
枠
組

み
づ
く
り
の
仕
事
で
あ
る
。
不
平
等
条
約
締
結
に
よ
る
条
約
改
正

も
ま
た
重
要
な
課
題
で
あ
り
、
そ
の
前
提
と
し
て
の
国
内
法
の
整

備
が
急
が
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ペ
リ
ー
来
航
後
、
締
結
さ
れ
た

日
米
修
好
通
商
条
約
を
は
じ
め
と
す
る
不
平
等
条
約
は
、
明
治
二

七
（
一
八
九
四
）
年
、
日
英
通
商
航
海
条
約
の
締
結
を
も
っ
て
領

事
裁
判
権
が
廃
止
さ
れ
、
明
治
四
四
（
一
九
＝
）
年
、
小
村
寿

太
郎
外
相
に
よ
る
関
税
自
主
権
の
回
復
を
も
っ
て
、
名
実
と
も
に

「
万
国
対
峙
」
が
実
現
す
る
。
そ
の
意
味
で
、
明
治
期
は
、
政
治

的
に
は
、
ペ
リ
ー
来
航
の
課
題
達
成
期
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

　
こ
の
こ
と
は
経
済
的
に
も
同
様
の
こ
と
が
言
え
る
。
ペ
リ
ー
来
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航
の
課
題
の
第
二
は
、
資
本
主
義
育
成
の
問
題
で
あ
る
。
ペ
リ
i

来
航
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
列
強
に
よ
る
資
本
主
義
の
論
理
貫
徹
の
た

め
の
世
界
的
市
場
の
形
成
が
目
的
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
「
万
国

対
峙
」
の
た
め
に
は
、
必
然
的
に
資
本
主
義
体
制
の
確
立
が
課
題

と
な
る
。
現
実
的
に
は
、
殖
産
興
業
、
工
場
払
い
下
げ
な
ど
を
経

て
、
明
治
三
〇
年
代
の
産
業
革
命
と
し
て
実
現
す
る
が
、
後
進
国

型
近
代
の
あ
り
方
を
反
映
し
、
大
学
史
で
言
え
ば
、
政
治
的
近
代

化
を
担
当
す
る
法
学
部
が
先
行
し
、
産
業
革
命
期
か
ら
「
実
業
」

時
代
に
対
応
す
る
商
学
部
、
政
経
学
部
の
成
立
が
こ
れ
に
続
く
こ

と
に
な
る
。

　
ペ
リ
i
来
航
の
第
三
の
課
題
は
、
教
育
に
よ
る
国
家
統
一
の
問

題
で
あ
る
。
明
治
大
学
創
立
の
岸
本
、
宮
城
、
矢
代
の
三
人
が
ペ

リ
ー
来
航
時
に
誕
生
し
た
よ
う
に
、
彼
ら
は
一
生
が
そ
の
課
題
解

決
を
宿
命
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
貢
進
生
と
し
て
大
学
南
校
に
集
う

近
代
エ
リ
ー
ト
の
途
を
歩
め
た
の
も
、
幕
末
期
の
洋
学
受
容
が
基

本
に
あ
っ
た
。
先
行
的
学
問
の
受
容
が
ペ
リ
ー
来
航
課
題
の
最
初

を
担
う
こ
と
と
な
り
、
就
学
期
間
を
終
え
て
、
日
本
の
高
等
教
育

の
拡
大
期
に
教
育
者
に
転
ず
る
こ
と
に
な
っ
た
。
日
本
の
近
代
教

育
は
、
学
制
期
を
過
ぎ
た
明
治
一
〇
年
代
は
、
中
等
教
育
が
必
要

と
な
り
始
め
た
時
期
で
あ
り
、
や
が
て
高
等
教
育
が
展
開
す
る
先

駆
け
と
し
て
社
会
事
情
に
対
応
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
明
治
期
を

通
じ
て
進
行
す
る
初
等
、
中
等
、
高
等
教
育
の
体
系
化
は
三
〇
年

代
に
確
立
す
る
。

　
ペ
リ
ー
来
航
の
第
四
課
題
は
、
軍
事
問
題
で
あ
る
。
資
本
主
義

列
強
の
も
た
ら
す
軍
事
的
脅
威
へ
の
対
抗
も
あ
っ
て
、
徴
兵
令
以

降
、
着
実
に
軍
国
主
義
化
が
図
ら
れ
る
。
当
初
、
特
権
階
級
と
し

て
減
免
さ
れ
て
い
た
高
等
教
育
機
関
の
在
学
生
に
対
す
る
徴
兵
義

務
は
、
次
第
に
特
権
が
な
く
な
っ
て
義
務
も
強
化
さ
れ
る
。
国
民

皆
兵
制
と
な
り
日
清
戦
争
を
経
て
日
露
戦
争
に
至
り
、
「
万
国
対

峙
」
の
軍
隊
と
し
て
成
立
す
る
。

　
以
上
四
課
題
は
、
い
ず
れ
も
明
治
期
に
達
成
さ
れ
た
が
、
や
が

て
世
界
の
政
治
状
況
の
中
で
の
対
応
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
第
二
次

世
界
大
戦
へ
の
途
を
歩
む
こ
と
に
な
り
、
高
等
教
育
も
こ
れ
に
応

じ
て
変
容
す
る
。
明
治
大
学
も
ま
た
例
外
で
は
あ
り
得
な
か
っ
た
。

後
進
国
日
本
の
現
状
が
、
明
治
大
学
の
歴
史
に
大
き
な
影
響
を
与

、
兄
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
一
様
に
同

じ
も
の
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
。
そ
こ
で
、
明
治
大
学
史
の
近
代

史
に
お
け
る
位
置
づ
け
を
明
ら
か
に
し
て
お
こ
う
。
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近
代
に
お
け
る
高
等
教
育
は
、
東
京
大
学
の
成
立
に
よ
り
出
発

す
る
。
東
京
大
学
は
明
治
一
〇
（
一
八
七
七
）
年
、
東
京
開
成
学

校
（
旧
開
成
所
）
、
東
京
医
学
校
（
旧
医
学
所
）
を
合
わ
せ
て
設
立

さ
れ
て
お
り
、
文
部
省
直
轄
と
し
て
理
、
法
、
文
、
医
四
学
部
か

ら
成
り
、
修
学
四
力
年
で
あ
っ
た
。
明
治
一
九
（
一
八
八
六
）
年
、

帝
国
大
学
と
な
る
。

幕
末
期
以
来
の
高
等
教
育
機
関
は
、
洋
学
所
ー
蛮
書
調
所
－
洋

学
調
所
ー
開
成
所
が
あ
り
、
明
治
二
（
一
八
六
九
）
年
、
大
学
南

校
へ
と
推
移
す
る
。
近
代
の
高
等
教
育
に
た
ず
さ
わ
っ
た
人
々
は
、

多
か
れ
少
な
か
れ
、
幕
末
・
維
新
期
の
高
等
教
育
機
関
を
経
た

人
々
で
あ
っ
た
。
東
京
大
学
の
教
授
陣
し
か
り
、
私
立
高
等
教
育

機
関
の
講
師
層
し
か
り
で
あ
る
。

ち
な
み
に
、
明
治
法
律
学
校
（
明
治
大
学
）
の
創
立
者
も
ま
た
、

各
藩
の
藩
校
で
儒
学
と
と
も
に
洋
学
教
育
の
影
響
を
受
け
、
明
治

三
年
に
貢
進
生
と
し
て
大
学
南
校
に
入
学
し
た
人
々
で
あ
る
。
途

中
で
司
法
省
法
学
校
に
転
校
す
る
が
、
当
時
の
エ
リ
ー
ト
の
一
般

的
風
潮
と
同
様
に
、
明
治
｝
○
年
前
後
に
留
学
し
、
明
治
法
律
学

校
を
開
設
し
て
教
え
る
か
た
わ
ら
、
帝
国
大
学
で
も
教
鞭
を
と
っ

て
い
る
。

第1表明治10年代の私立高等教育機関

創立年 名　　　　称 現　　在

安政　5 慶応義塾 慶応義塾大学

明治10 学習院高等部 学習院大学

〃　12 東京法学社，M14東京法学校 法政大学

〃　13 専修学校 専修大学

〃　14 明治法律学校 明治大学

〃　14 東京物理学講習所，M16東京物理学校 東京理科大学

”　15 東京専門学校 早稲田大学

〃　18 英吉利法律学校 中央大学

（文部省年報）
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と
こ
ろ
で
、
東
京
大
学
は
唯
一
の
国
立
大
学
と
し
て
「
国
家
ノ

須
要
二
応
ス
ル
学
術
技
芸
ヲ
教
授
」
す
る
機
関
で
あ
っ
た
。
当
時
、

成
立
し
つ
つ
あ
っ
た
高
等
中
学
校
を
、
明
治
二
七
（
一
八
九
四
）

年
改
組
し
て
創
立
さ
れ
た
高
等
学
校
は
、
専
門
学
科
四
年
、
大
学

予
科
三
年
の
編
制
で
あ
る
。
専
門
的
な
高
等
普
通
教
育
の
完
成
を

主
目
的
と
し
た
が
、
実
際
に
は
大
学
予
科
の
性
格
が
強
か
っ
た
。

そ
の
た
め
外
国
語
中
心
の
大
学
予
備
教
育
機
関
で
あ
り
、
東
京
大

学
へ
の
登
竜
門
的
立
場
に
あ
る
エ
リ
ー
ト
教
育
機
関
と
し
て
の
性

格
が
強
い
。

　
こ
れ
に
対
し
、
明
治
一
〇
年
代
に
籏
生
す
る
私
立
学
校
は
、
す

べ
て
「
専
門
一
科
ノ
学
術
ヲ
授
ケ
ル
」
専
門
学
校
と
し
て
出
発
す

る
。
邦
語
に
よ
る
修
学
三
力
年
の
即
成
教
育
機
関
で
あ
っ
た
。
す

で
に
開
設
さ
れ
て
い
た
慶
応
義
塾
し
か
り
、
明
治
一
三
（
一
八
八

〇
）
年
開
校
の
専
修
学
校
（
現
専
修
大
学
）
し
か
り
で
あ
る
。
明

治
法
律
学
校
創
立
後
に
も
、
明
治
一
五
年
に
は
、
東
京
専
門
学
校

（
現
早
稲
田
大
学
）
、
英
吉
利
法
律
学
校
（
現
中
央
大
学
）
が
開
設

さ
れ
る
（
第
1
表
）
。
つ
ま
り
東
京
大
学
と
高
等
学
校
が
「
国
家
ノ

須
要
」
た
る
国
家
の
大
学
と
そ
の
予
備
門
で
あ
る
の
に
対
し
、
専

門
学
校
、
そ
の
一
つ
と
し
て
の
明
治
大
学
は
後
進
国
日
本
の
「
社

会
ノ
須
要
二
応
ス
ル
」
高
等
教
育
機
関
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
明

治
前
期
に
お
け
る
入
学
者
を
見
れ
ば
、
東
京
大
学
に
士
族
の
子
弟

が
多
く
、
専
門
学
校
は
平
民
の
子
弟
が
多
い
。
明
治
法
律
学
校
も
、

，
創
立
当
初
の
士
族
の
相
対
的
多
さ
は
、
す
ぐ
平
民
子
弟
に
と
っ
て

代
わ
ら
れ
る
。
そ
の
意
味
で
も
、
明
治
法
律
学
校
は
、
社
会
的
要

請
に
応
じ
て
、
平
民
層
の
子
弟
を
教
育
す
る
人
材
養
成
の
下
か
ら

の
コ
ー
ス
を
代
表
す
る
機
関
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
専
門
学
校
は
明
治
二
〇
年
頃
か
ら
政
府
に
統
制
さ
れ
、
明
治
三

六
年
に
至
り
「
専
門
学
校
令
」
で
法
制
化
さ
れ
る
。
明
治
三
六
年

は
日
本
資
本
主
義
の
確
立
期
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
ま
で
増
大
す
る

人
材
需
要
に
応
ず
る
専
門
学
校
と
し
て
国
家
的
援
助
を
受
け
ず
、

統
制
さ
れ
る
だ
け
の
教
育
機
関
と
し
て
、
官
学
中
心
教
育
シ
ス
テ

ム
の
補
完
機
能
を
期
待
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
三
六
年
当
時
、

専
門
学
校
の
な
か
で
も
有
力
な
学
校
に
は
「
大
学
」
の
名
称
を
与

え
、
下
か
ら
の
近
代
化
、
つ
ま
り
資
本
主
義
化
の
人
材
養
成
と
供

給
を
中
心
的
に
果
た
す
学
校
に
、
名
称
面
で
譲
歩
し
た
が
、
こ
の

中
心
的
大
学
と
し
て
「
明
治
大
学
」
も
誕
生
す
る
。
日
本
近
代
化

の
主
役
は
、
東
京
大
学
中
心
の
国
立
大
学
に
で
は
な
く
、
む
し
ろ

専
門
学
校
系
私
立
大
学
出
身
者
で
あ
っ
た
。
近
代
人
材
養
成
史
は
、
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質
量
と
も
に
私
学
の
、
な
か
で
も
明
治
大
学
史
の
な
か
に
集
約
さ

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
明
治
期
に
お
け
る
国
立
と
私
立
と
の
高
等
教
育
に
お
け
る
重
層

性
は
、
ま
た
当
然
の
よ
う
に
日
本
近
代
化
の
重
層
性
と
か
か
わ
る
。

ペ
リ
ー
来
航
に
よ
る
日
本
へ
の
課
題
の
四
点
に
つ
い
て
は
前
述
し

た
と
お
り
で
あ
る
が
、
政
治
、
経
済
に
限
っ
て
み
て
も
明
治
三
〇

年
代
に
は
「
第
二
維
新
論
」
が
喧
伝
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
時
期
が
、

政
治
的
経
済
的
に
「
万
国
対
峙
」
を
実
現
し
た
こ
と
に
鑑
み
、
真

の
近
代
化
の
担
い
手
を
下
級
武
士
中
心
の
天
皇
制
国
家
と
し
て
で

は
な
く
、
平
民
中
心
の
近
代
化
と
し
て
第
二
維
新
の
必
要
性
が
説

か
れ
た
の
で
あ
る
。
ペ
リ
ー
来
航
の
課
題
解
決
が
平
民
中
心
に
果

た
さ
れ
た
と
す
る
自
信
を
背
景
と
す
る
、
｝
層
の
平
民
国
家
創
造

へ
の
期
待
感
に
裏
打
ち
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
維
新
変
革
の
な
か
に
含
ま
れ
、
下
級
武
士
層
中
心
の
近
代
化
と

い
う
、
権
力
的
な
上
か
ら
の
近
代
化
の
陰
に
あ
っ
た
、
平
民
層
中

心
の
下
か
ら
の
近
代
化
が
、
よ
う
や
く
そ
の
立
脚
点
を
見
い
だ
し

た
時
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

（
三
）
　
明
治
大
学
の
誕
生

　
明
治
大
学
の
前
身
、
明
治
法
律
学
校
は
、
明
治
一
四
（
一
八
八

一
）
年
一
月
一
七
日
に
開
校
す
る
。
「
専
門
一
科
ノ
学
術
ヲ
授
ケ

ル
所
」
と
し
て
法
律
学
を
教
授
す
る
場
で
あ
っ
た
。

　
創
立
者
は
、
岸
本
辰
雄
、
宮
城
浩
蔵
、
矢
代
操
の
三
人
で
あ
る
。

岸
本
辰
雄
は
鳥
取
藩
の
下
級
士
族
、
二
三
俵
三
人
扶
持
の
岸
本
平

次
郎
の
二
男
で
あ
る
。
藩
校
尚
徳
館
時
代
尊
撰
派
激
派
の
少
壮
教

師
の
教
え
を
う
け
、
洋
式
銃
隊
の
指
導
者
と
し
て
成
長
す
る
。
義

兄
が
尊
嬢
派
と
し
て
藩
主
側
近
の
保
守
派
を
暗
殺
す
る
本
囲
寺
事

件
に
参
画
し
た
こ
と
も
あ
り
、
鳥
取
藩
中
に
形
成
さ
れ
て
い
た
尊

嬢
派
－
倒
幕
派
－
維
新
官
僚
へ
転
身
す
る
時
代
の
潮
流
の
中
に
身

を
お
い
て
い
た
。
戊
辰
戦
争
中
、
倒
幕
派
諸
隊
の
一
つ
、
新
国
隊

の
少
壮
司
令
官
と
な
り
松
平
容
保
護
送
の
た
め
上
京
し
、
そ
の
ま

ま
箕
作
貞
一
郎
の
共
学
塾
に
入
門
す
る
。

　
宮
城
浩
蔵
は
、
山
形
の
小
藩
で
あ
る
天
童
藩
の
藩
医
武
田
玄
々

の
次
男
に
生
ま
れ
る
。
　
一
五
人
扶
持
の
貧
乏
医
な
が
ら
、
父
親
が

天
童
町
の
豪
商
佐
藤
家
か
ら
養
子
入
り
し
て
お
り
、
そ
の
バ
ッ
ク
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ア
ッ
プ
で
大
阪
緒
方
洪
庵
塾
（
適
塾
）
、
江
戸
の
伊
東
玄
朴
に
学

ん
で
お
り
、
早
く
か
ら
洋
学
知
識
の
影
響
を
う
け
た
人
物
で
あ
る
。

藩
校
養
正
館
時
代
、
書
生
頭
、
句
読
師
と
な
り
、
前
家
老
宮
城
家

（一

ｪ
〇
石
）
に
養
子
入
り
す
る
が
、
戊
辰
戦
争
中
、
勤
王
家
の

中
老
吉
田
大
八
の
も
と
で
苦
労
し
た
宮
城
は
、
や
が
て
洋
式
兵
法

の
指
導
者
に
抜
擢
さ
れ
、
酒
田
出
陣
中
の
松
江
藩
の
英
式
兵
法
を

勉
強
し
、
明
治
三
年
藩
命
に
よ
り
江
戸
の
箕
作
貞
一
郎
の
共
学
塾

に
入
門
す
る
。

　
矢
代
操
は
越
前
鯖
江
藩
の
下
級
武
士
松
本
伝
吾
の
三
男
に
生
ま

れ
、
矢
代
家
（
五
石
三
人
扶
持
）
を
相
続
す
る
。
藩
校
進
徳
館
に

学
び
、
句
読
師
と
し
て
幼
児
教
育
を
担
当
し
て
い
る
時
期
に
、
維

新
政
府
の
命
令
に
よ
る
各
藩
か
ら
の
少
壮
有
為
者
の
選
抜
が
あ
り
、

貢
進
生
と
し
て
大
学
南
校
に
入
学
す
る
。
創
立
者
三
人
は
こ
こ
で

仲
間
と
な
り
、
明
治
五
年
八
月
、
南
校
を
中
退
し
て
司
法
省
明
法

寮
（
法
学
校
）
に
転
学
す
る
。
い
ず
れ
も
典
型
的
な
下
級
士
族
出

身
の
革
新
官
僚
か
ら
の
転
身
で
あ
っ
た
。

　
司
法
省
法
学
校
で
は
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
に
フ
ラ
ン
ス
法
学
を
学
び
、

特
に
成
績
優
秀
で
あ
っ
た
岸
本
、
宮
城
は
パ
リ
大
学
に
留
学
す
る
。

明
治
一
三
年
帰
国
し
、
司
法
官
僚
と
な
る
か
た
わ
ら
、
一
時
、
矢

代
操
の
経
営
す
る
講
法
学
社
で
教
鞭
を
と
る
が
、
年
末
に
生
徒
中

の
分
離
派
に
か
つ
が
れ
、
翌
年
一
月
、
明
治
法
律
学
校
を
開
設
す

る
。
一
月
一
七
日
の
開
校
日
が
今
日
で
も
創
立
記
念
日
と
な
っ
て

い
る
。

　
明
治
法
律
学
校
の
創
立
趣
意
書
に
よ
れ
ば
「
法
理
ヲ
講
究
シ
、

其
真
諦
ヲ
拡
張
」
す
る
た
め
の
学
校
設
立
を
う
た
っ
て
い
る
が
、

幕
末
以
来
の
封
建
的
余
習
の
な
か
に
沈
潜
す
る
人
民
の
近
代
的
開

化
を
主
張
し
、
法
律
自
体
も
訴
訟
の
道
具
と
し
て
三
百
代
言
と
言

わ
れ
る
悪
習
を
改
善
し
、
法
治
国
家
の
関
係
法
と
し
て
人
々
を
教

育
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
法
を
基

本
と
し
た
た
め
、
自
由
、
平
等
の
フ
ラ
ン
ス
理
念
が
盛
り
こ
ま
れ
、

講
師
陣
も
創
立
者
に
つ
い
で
西
園
寺
公
望
、
磯
部
四
郎
、
今
村
和

郎
、
光
妙
寺
三
郎
、
木
下
廣
次
、
井
上
正
一
ら
パ
リ
留
学
時
代
の

友
人
が
参
加
し
た
。
開
校
当
時
の
明
治
一
四
年
は
、
自
由
民
権
運

動
が
最
高
に
盛
り
上
が
り
、
国
会
期
成
同
盟
に
よ
る
政
党
結
成
、

私
擬
憲
法
案
作
り
の
運
動
が
展
開
さ
れ
て
お
り
、
全
国
か
ら
憲
法

草
案
作
成
の
知
識
を
得
る
た
め
に
入
学
し
た
者
も
多
く
、
フ
ラ
ン

ス
法
の
主
張
か
ら
一
〇
月
結
成
の
自
由
党
に
接
近
す
る
人
々
も
多

か
っ
た
。
そ
の
た
め
明
治
法
律
学
校
は
自
由
党
系
の
壮
士
養
成
所
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と
し
て
、
後
々
ま
で
。
バ
ン
カ
ラ
性
が
指
摘
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

当
然
、
授
業
に
は
政
府
密
偵
が
ま
ぎ
れ
込
ん
で
い
た
。

　
創
立
期
の
授
業
は
、
創
立
者
が
判
事
、
検
事
、
司
法
省
勤
務
な

ど
の
本
務
を
も
つ
た
め
変
則
的
な
授
業
と
な
る
。
第
一
時
間
目
は

午
前
七
時
三
〇
分
に
始
ま
り
八
時
三
〇
分
に
終
わ
る
。
第
二
時
限

は
午
後
三
時
三
〇
分
に
始
ま
り
四
時
三
〇
分
ま
で
。
第
三
時
限
は

午
後
六
時
か
ら
七
時
ま
で
で
あ
る
。
第
一
時
限
と
二
時
限
の
間
が

講
師
層
の
本
務
の
時
間
帯
で
あ
り
、
当
初
、
す
べ
て
の
専
門
学
校

は
講
師
層
の
兼
務
と
し
て
成
立
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た

め
、
学
校
経
営
に
本
務
と
し
て
の
司
法
省
か
ら
の
給
与
が
充
当
さ

れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
成
立
期
の
学
校
で
は
間
々
あ
っ
た
よ
う
で

あ
る
。

　
明
治
法
律
学
校
は
、
明
治
大
学
に
名
称
変
更
す
る
明
治
三
六
年

ま
で
、
比
較
的
順
調
に
発
展
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
だ
が
、
明

治
二
五
、
六
年
の
民
法
典
論
争
時
代
、
フ
ラ
ン
ス
法
を
模
範
と
す

る
民
法
典
の
断
行
論
を
主
張
す
る
明
治
法
律
学
校
は
、
ド
イ
ッ
法

を
主
と
す
る
東
京
帝
国
大
学
や
イ
ギ
リ
ス
法
の
英
吉
利
法
律
学
校

（
現
中
央
大
）
の
連
合
軍
の
延
期
論
に
破
れ
敗
北
す
る
。
こ
れ
を

『
明
治
法
律
学
校
二
十
年
史
』
は
「
敗
北
」
、
「
否
運
」
と
評
価
す

る
。
ド
イ
ッ
型
近
代
化
へ
の
画
期
と
な
っ
た
こ
の
論
争
に
お
い
て
、

フ
ラ
ン
ス
型
近
代
化
の
「
敗
北
」
で
あ
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も

な
い
が
、
入
学
生
を
み
る
限
り
減
っ
て
は
お
ら
ず
「
否
運
」
や
衰

退
と
は
言
い
難
い
。
「
停
滞
」
が
正
確
な
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
日

清
戦
争
前
後
の
こ
と
も
あ
り
、
英
吉
利
法
律
学
校
で
さ
え
増
加
し

て
い
な
い
の
で
あ
る
。
明
治
三
〇
年
を
境
に
再
び
明
治
法
律
学
校

生
は
急
増
す
る
が
、
学
生
数
か
ら
す
る
停
滞
期
が
あ
る
と
す
れ
ば
、

そ
れ
は
日
清
戦
争
前
後
の
み
で
あ
っ
た
。

　
明
治
三
〇
年
代
に
は
い
る
と
、
明
治
法
律
学
校
は
東
京
帝
国
大

学
卒
の
鵜
沢
総
明
、
島
田
鉄
吉
ら
を
講
師
に
迎
え
、
ド
イ
ッ
法
的

性
格
を
強
め
る
が
、
フ
ラ
ン
ス
法
は
ド
イ
ッ
法
的
判
例
主
義
に
影

響
さ
れ
て
変
質
し
な
が
ら
も
、
依
然
と
し
て
岸
本
校
長
の
も
と
司

法
省
法
学
校
出
の
講
師
が
中
心
と
な
っ
て
教
鞭
を
と
っ
て
い
た
。

明
治
四
〇
年
代
に
お
い
て
も
自
由
党
系
の
壮
士
養
成
所
的
バ
ン
カ

ラ
性
が
変
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
、
当
時
の
卒
業
生
大
谷
美

隆
（
後
の
法
学
部
教
授
）
は
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
余
波
が
大
正

デ
モ
ク
ラ
シ
ー
期
の
学
内
状
況
に
影
響
し
て
い
た
。

　
明
治
法
律
学
校
は
創
立
以
来
、
明
治
二
〇
年
代
に
は
代
言
人

（
弁
護
士
）
養
成
機
関
と
し
て
名
声
を
確
立
す
る
。
明
治
一
〇
年
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代
の
卒
業
生
総
数
は
一
〇
三
名
。
う
ち
衆
議
院
議
員
九
名
、
判
事

・
検
事
一
九
名
、
代
言
人
（
弁
護
士
）
三
五
名
、
そ
の
他
、
警
部
、

執
達
吏
な
ど
で
あ
る
。
官
庁
就
職
者
が
ほ
と
ん
ど
で
、
な
か
で
も

代
言
人
中
心
の
法
律
学
校
で
あ
っ
た
。
こ
の
性
格
は
以
後
長
く
変

わ
っ
て
い
な
い
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
明
治
一
九
（
一
八
八
六
）
年

度
の
弁
護
士
試
験
合
格
者
は
二
九
名
。
う
ち
一
八
名
（
六
二
％
）

が
明
治
法
律
学
校
出
身
者
で
あ
り
、
二
〇
年
代
前
半
は
四
〇
％
台

を
維
持
し
た
。

　
明
治
三
〇
年
度
の
九
大
法
律
学
校
の
卒
業
生
を
み
れ
ぽ
、
最
大

は
東
京
法
学
院
（
現
中
央
大
）
の
七
〇
四
人
、
次
い
で
明
治
法
律

学
校
の
五
一
七
人
で
あ
る
。
第
三
位
の
和
仏
法
律
学
校
（
現
法
政

大
）
は
二
六
九
人
、
第
四
位
は
東
京
専
門
学
校
（
現
早
稲
田
大
）

の
二
五
四
人
と
な
る
。
東
京
法
学
院
は
卒
業
生
中
の
第
一
位
は
判

任
文
官
、
第
二
位
弁
護
士
、
第
三
位
判
検
事
、
第
四
位
銀
行
員
・

会
社
員
で
あ
る
。
つ
ま
り
司
法
官
僚
を
含
む
官
僚
層
と
な
る
卒
業

生
の
多
い
学
校
で
、
弁
護
士
は
従
に
過
ぎ
ず
、
俸
給
生
活
者
が
多

か
っ
た
。
こ
の
傾
向
は
東
京
専
門
学
校
、
和
仏
法
律
学
校
も
同
様

で
あ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
、
明
治
法
律
学
校
の
卒
業
生
の
第
一
位
は
弁
護
士

の
一
九
〇
人
で
、
九
大
法
律
学
校
の
中
で
は
群
を
抜
い
て
多
く
、

次
い
で
判
・
検
事
一
二
六
人
、
判
任
文
官
八
四
人
と
な
る
。
第
四

位
が
銀
行
員
・
会
社
員
の
五
五
人
で
あ
る
。
俸
給
生
活
者
も
生
み

出
さ
れ
て
い
た
が
、
圧
倒
的
に
弁
護
士
養
成
学
校
と
し
て
の
性
格

が
強
か
っ
た
。
明
治
三
〇
年
代
は
、
弁
護
士
養
成
機
関
と
し
て
の

性
格
を
基
本
と
し
な
が
ら
、
官
庁
、
会
社
へ
の
奉
職
者
、
そ
の
他
、

の
卒
業
生
が
多
く
な
る
。
故
郷
に
帰
っ
て
地
方
的
指
導
者
の
途
を

め
ざ
す
者
も
多
く
な
る
。
法
学
も
司
法
官
や
行
政
官
中
心
の
官
僚

養
成
の
学
と
し
て
の
法
学
か
ら
、
「
実
業
」
の
登
場
に
よ
る
人
民

の
弁
護
と
市
民
の
法
学
へ
と
性
格
を
変
え
つ
つ
あ
っ
た
。

　
明
治
四
四
年
八
月
現
在
の
卒
業
生
の
就
職
先
は
第
2
表
の
よ
う

欝
　
　
　
　
　
　
贈

鉱
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鋤
）

鴫
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
械

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
厨

表
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
百
よ

2
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
治
8

第
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
朔
4
3

司法官　　　　　543人
s政官　　　　　　566人（15％）

弁護士　　　　　545人（9％）

代議士　　　　　　21人
{県会議員　　　　357人（6％）

軍人　　　　　　　52人

V聞・雑誌記者　　194人
ｳ職　　　　　　　　30人（4％）

実業　　　　　　511人
竝s・会社員　　　562人（17％）

外国留学　　　　　60人

家業従事　　　　　940人

G業　　　　　　　583人（24％）

不詳　　　　　　814人
?S　　　　　　　544人
㈹v　　　　　　6，327人
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に
な
る
。

　
産
業
革
命
を
経
過
し
、
日
本
資
本
主
義
の
確
立
に
と
も
な
っ
て

就
職
先
も
多
様
と
な
る
。
明
治
大
学
と
な
り
商
学
部
が
成
立
し
た

こ
と
も
あ
っ
て
、
司
法
官
、
行
政
官
と
ほ
ぼ
同
数
の
実
業
・
銀
行

員
・
会
社
員
が
輩
出
し
て
い
る
。
そ
れ
以
上
に
多
い
の
は
家
業
従

事
者
と
雑
業
従
事
者
で
あ
る
。
府
県
会
議
員
も
多
く
、
明
治
大
学

は
国
家
試
験
の
準
備
教
育
機
関
と
し
て
の
性
格
と
、
ホ
ワ
イ
ト
カ

ラ
ー
（
新
中
間
層
）
養
成
機
関
の
性
格
と
、
地
方
中
産
階
級
の
教

養
的
再
生
産
の
機
関
と
し
て
の
三
重
の
性
格
を
併
有
し
た
時
期
と

な
っ
て
い
る
。

（
四
）
　
建
学
理
念
の
成
立
と
校
歌

　
成
立
期
に
お
け
る
明
治
大
学
の
画
期
は
三
期
あ
る
。
第
一
期
は
、

明
治
一
四
年
に
明
治
法
律
学
校
と
し
て
誕
生
し
た
創
立
期
、
つ
ま

り
明
治
法
律
学
校
時
代
。
第
二
期
は
、
明
治
法
律
学
校
か
ら
専
門

学
校
令
に
よ
る
「
明
治
大
学
」
へ
改
称
さ
れ
る
明
治
三
六
（
一
九

〇
三
）
年
か
ら
の
カ
ッ
コ
つ
き
明
治
大
学
期
。
第
三
期
は
、
大
正

九
（
一
九
二
〇
）
年
、
大
学
令
に
よ
り
東
京
帝
国
大
学
と
比
肩
す

る
に
至
っ
た
明
治
大
学
期
で
あ
る
。
制
度
的
に
は
、
そ
の
後
、
昭

和
二
四
（
一
九
四
九
）
年
新
制
大
学
令
に
よ
る
明
治
大
学
期
が
今

日
ま
で
続
く
の
で
、
大
学
史
全
体
は
四
期
に
区
分
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
。
建
学
理
念
は
、
当
然
、
創
立
期
に
確
定
し
た
が
、
表
現
上

の
整
理
を
含
め
る
と
、
校
歌
が
成
立
す
る
第
二
期
の
大
正
九
年
ま

で
に
整
備
さ
れ
る
。
こ
の
過
程
は
前
に
も
述
べ
た
よ
う
に
日
本
資

本
主
義
確
立
に
と
も
な
う
社
会
的
要
請
に
応
え
て
、
下
か
ら
の
人

材
養
成
史
の
主
流
の
歩
み
を
続
け
て
い
た
時
期
に
相
当
す
る
。

　
特
に
創
立
期
は
、
資
本
主
義
確
立
前
史
と
し
て
明
治
憲
法
体
制

に
包
摂
さ
れ
つ
つ
、
ド
イ
ツ
法
の
も
と
で
、
フ
ラ
ソ
ス
法
は
反
主

流
の
立
場
に
お
か
れ
て
、
自
己
の
立
場
を
明
確
化
す
る
必
要
に
迫

ら
れ
た
時
期
で
あ
っ
た
。

　
明
治
一
四
年
、
明
治
法
律
学
校
の
創
立
趣
意
書
の
前
文
で
は
、

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
夫
レ
法
律
ノ
管
ス
ル
所
ハ
、
其
区
域
広
漠
ニ
シ
テ
其
目
枚
挙
二

逞
マ
ア
ラ
ス
。
蓋
シ
之
ヲ
大
ニ
シ
テ
ハ
社
会
ノ
構
成
ナ
リ
。
政
府

ノ
組
織
ナ
リ
。
之
ヲ
小
ニ
シ
テ
ハ
人
々
各
自
ノ
権
利
自
由
ナ
リ
。

凡
ソ
邦
国
ノ
栄
誉
人
類
ノ
命
脈
此
学
二
係
ラ
サ
ル
ナ
シ
」

と
。
続
い
て
人
文
の
開
明
化
は
、
こ
れ
を
捨
て
て
こ
れ
に
代
わ
る
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も
の
は
な
い
と
い
う
。
日
本
近
代
化
の
途
を
「
権
利
自
由
」
を
基

礎
と
す
る
基
本
的
人
権
の
う
え
に
、
国
家
組
織
が
構
築
さ
れ
て
、

は
じ
め
て
、
国
家
の
栄
誉
「
人
類
ノ
命
脈
」
が
保
た
れ
て
い
る
こ

と
を
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
権
利
自
由
を
述
べ
、
「
義
務
」
が
主

張
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で
、
フ
ラ
ン
ス
法
の
基
本

理
念
と
深
く
か
か
わ
っ
て
主
張
さ
れ
て
い
る
。
慶
応
義
塾
の
実
学

主
義
、
東
京
専
門
学
校
の
「
学
問
ノ
独
立
」
と
は
ま
た
異
な
っ
て
、

現
実
社
会
の
基
本
原
則
を
明
確
に
打
ち
出
し
て
い
た
。
歴
史
的
に

み
れ
ぽ
、
維
新
期
の
世
界
大
国
、
民
衆
国
家
の
フ
ラ
ン
ス
を
模
範

と
す
る
司
法
省
の
法
学
校
で
教
育
を
受
け
、
パ
リ
大
学
に
留
学
し

た
創
立
者
た
ち
の
輝
か
し
い
自
己
理
念
の
主
張
で
も
あ
っ
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
日
本
の
現
実
は
、
為
政
者
の
目
は
、
岩
倉
遣
欧
使

節
団
の
派
遣
以
来
、
普
仏
戦
争
に
勝
利
し
頭
角
を
現
し
つ
つ
あ
っ

た
小
君
主
国
ド
イ
ッ
に
向
け
ら
れ
る
。
明
治
八
、
九
、
一
〇
年
の

元
老
院
に
お
け
る
憲
法
草
案
が
人
権
主
義
的
な
た
め
、
握
り
つ
ぶ

さ
れ
る
過
程
で
明
ら
か
に
な
っ
て
く
る
。
そ
の
方
向
性
は
、
明
治

一
四
年
政
変
で
イ
ギ
リ
ス
流
構
想
の
持
ち
主
大
隈
重
信
を
岩
倉
、

伊
藤
中
心
の
ド
イ
ッ
信
奉
者
が
追
放
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
確
定
す

る
。
民
間
の
フ
ラ
ン
ス
流
、
イ
ギ
リ
ス
流
な
ど
の
私
擬
憲
法
草
案

に
対
抗
し
、
翌
年
、
伊
藤
が
ド
イ
ッ
に
憲
法
研
究
に
出
か
け
る
契

機
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
明
治
法
律
学
校
の
建
学
理
念
は
君
主

制
憲
法
に
梶
を
切
る
前
夜
に
維
新
変
革
の
民
衆
的
潮
流
を
代
弁
す

る
形
で
主
張
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
創
立
直
後
か
ら
、
政
権
の
主
流
か
ら
徐
々
に
排
除
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
フ
ラ
ン
ス
法
学
を
身
に
つ
け
た
法
制
官
僚
は
、
明
治
二

五
年
民
法
典
論
争
に
よ
り
完
全
に
逆
転
さ
れ
、
ド
イ
ッ
法
が
主
流

に
な
る
ま
で
そ
の
役
割
は
少
な
く
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
創
立
以

来
、
徐
々
に
法
体
系
づ
く
り
の
主
流
か
ら
は
ず
れ
て
く
る
過
程
は
、

政
治
的
に
み
れ
ば
受
難
の
過
程
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
フ
ラ
ン
ス

流
民
主
国
家
の
法
律
は
確
立
し
つ
つ
あ
る
ド
イ
ッ
流
天
皇
制
国
家

に
よ
っ
て
枠
が
は
め
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
あ
と
は
そ
の
天
皇
制

国
家
の
推
進
す
る
資
本
主
義
体
制
に
む
か
っ
て
、
維
新
変
革
以
来

の
民
衆
的
潮
流
を
代
弁
す
る
し
か
方
法
が
な
か
っ
た
。
明
治
三
四

（一

縺
Z
一
）
年
七
月
、
明
治
法
律
学
校
は
創
立
二
〇
周
年
記
念

式
典
を
挙
行
す
る
。
岸
本
校
長
は
祝
辞
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い

る
。

「
創
立
当
時
は
論
な
く
、
爾
後
二
十
年
（
中
略
）
、
逆
境
又
逆
境
、

逆
境
相
踵
き
て
而
し
て
本
校
は
幸
に
此
が
為
に
擁
屈
せ
ず
、
却
て
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漸
次
校
運
の
隆
盛
」
（
「
明
治
法
学
」
第
二
二
号
）
を
来
し
、
「
実
に

逆
境
の
為
に
学
ぶ
所
あ
り
、
僥
倖
心
、
依
頼
心
等
を
去
り
、
自
助

自
立
の
志
を
繰
り
、
以
て
本
校
清
健
の
学
風
を
扶
殖
」
し
た
と
い

う
。
創
立
者
岸
本
辰
雄
の
二
〇
年
間
を
総
括
し
た
こ
と
ば
で
あ
る
。

　
逆
境
と
は
創
立
期
の
教
室
へ
の
密
偵
立
ち
入
り
、
革
新
派
明
治

法
律
学
校
講
師
に
対
す
る
恩
師
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
の
忌
避
、
政
府
に

よ
る
明
治
法
律
学
校
へ
の
補
助
金
カ
ッ
ト
、
弄
花
事
件
に
よ
る
司

法
省
内
部
か
ら
の
創
立
者
た
ち
の
排
除
、
民
法
典
論
争
な
ど
を
指

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
日
本
の
ド
イ
ッ
的
君
主
国
家
化

に
と
も
な
う
フ
ラ
ン
ス
法
学
派
排
除
の
論
理
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

岸
本
は
こ
の
逆
境
に
屈
せ
ず
「
自
助
自
立
」
の
志
を
も
っ
て
清
健

な
学
風
を
創
造
し
隆
盛
を
来
し
た
と
い
う
。
「
自
助
自
立
」
は
大

正
九
年
の
明
治
大
学
校
歌
に
お
い
て
「
独
立
自
治
」
の
言
に
置
き

か
え
ら
れ
た
が
、
そ
の
原
型
は
二
〇
年
間
の
歴
史
の
逆
境
の
中
に

培
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
明
治
三
四
年
、
専
門
学
校
令
に
よ
る

明
治
大
学
へ
の
改
称
前
夜
に
、
こ
の
こ
と
ば
が
、
建
学
の
精
神
の

原
型
と
し
て
登
場
し
た
こ
と
は
偶
然
で
は
な
い
。

　
明
治
三
六
年
九
月
、
明
治
大
学
開
校
記
念
式
典
に
お
い
て
、
岸

本
校
長
は
「
私
立
大
学
の
天
職
」
（
「
明
治
法
学
」
第
六
一
号
）
と

題
し
て
講
演
し
た
。
こ
れ
よ
り
前
、
岸
本
は
「
私
立
大
学
は
国
民

の
大
学
な
り
、
国
家
の
大
学
と
相
対
し
て
共
に
学
芸
界
に
光
輝
を

放
つ
可
き
も
の
」
（
「
明
治
法
学
」
第
五
六
号
）
と
し
、
「
国
民
の
有

志
が
教
育
事
業
の
独
立
と
、
学
芸
の
永
遠
不
朽
と
、
高
等
な
る
技

能
を
有
す
る
人
才
の
薫
陶
」
の
場
と
し
て
い
た
。
こ
れ
に
対
応
し
、

講
演
で
は
「
私
立
大
学
の
精
髄
は
学
問
の
独
立
に
あ
り
、
私
立
大

学
の
天
職
は
飽
迄
此
精
髄
を
完
う
し
て
独
立
独
行
の
人
士
を
養
成

す
る
に
在
り
」
と
主
張
し
た
。
学
問
の
独
立
と
「
独
立
独
行
」
の

人
々
を
教
育
す
る
、
国
民
の
た
め
の
大
学
が
私
立
大
学
で
あ
る
と

す
る
。

　
私
立
大
学
の
理
想
は
、
国
立
大
学
に
み
ら
れ
る
「
形
式
の
美
」

の
よ
う
に
依
頼
心
と
特
権
に
お
も
ね
る
の
で
は
な
く
、
「
実
質
の

美
］
を
獲
得
す
る
た
め
「
自
重
自
立
の
人
士
」
を
養
成
す
る
も
の

で
あ
る
と
い
う
。
幾
多
の
苦
難
と
格
闘
し
、
幾
多
の
障
害
を
排
除

し
て
今
日
に
至
っ
た
以
上
、
「
独
立
」
の
精
神
の
強
調
は
当
然
で
、

明
治
法
律
学
校
の
歴
史
に
重
ね
て
主
張
さ
れ
て
い
た
。
か
く
て
新

生
明
治
大
学
の
理
想
は
「
国
民
の
大
学
」
と
し
て
精
神
的
自
立
を

促
す
「
独
立
独
行
」
の
「
自
重
自
立
」
の
人
士
養
成
が
目
的
に
な

る
。
「
学
問
の
独
立
」
も
同
様
で
あ
る
。
建
学
理
念
と
さ
れ
る
「
独
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立
自
治
」
は
校
歌
に
盛
り
込
ま
れ
喧
伝
さ
れ
た
も
の
の
、
実
質
は

明
治
法
律
学
校
末
期
に
成
立
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
明
治
大
学
校
歌
は
大
正
九
年
に
成
立
す
る
。
明
治
末
期
か
ら
大

正
前
期
に
か
け
て
の
明
治
大
学
の
現
状
は
、
明
治
三
六
年
鉱
毒
事

件
を
契
機
に
成
立
し
た
雄
弁
会
や
、
そ
の
後
身
の
雄
弁
部
が
学
内

世
論
を
リ
ー
ド
す
る
。
明
治
大
学
と
な
り
法
学
部
と
商
学
部
が
成

立
す
る
が
、
文
学
部
も
二
年
間
の
み
存
続
し
、
政
治
学
部
独
立
の

動
き
も
盛
ん
で
あ
っ
た
。
法
学
部
の
国
会
法
演
習
と
し
て
始
ま
っ

た
「
擬
国
会
」
は
明
治
国
会
、
駿
台
議
会
と
称
さ
れ
こ
の
時
期
に

盛
ん
で
あ
っ
た
。
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
先
駆
茅
原
華
山
の
も
と

に
学
生
が
出
入
り
し
、
吉
野
作
造
の
講
義
に
は
大
勢
学
生
が
押
し

か
け
た
と
い
う
。
雄
弁
会
を
中
心
と
す
る
学
内
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
的

雰
囲
気
の
中
か
ら
、
校
歌
は
生
ま
れ
た
も
の
と
言
え
よ
う
。

　
明
大
校
歌
の
制
定
は
、
明
治
四
〇
年
以
来
の
歴
史
を
も
つ
。
幾

多
の
努
力
の
の
ち
、
大
正
九
年
、
武
田
孟
（
の
ち
商
学
部
教
授
。

学
長
）
、
牛
尾
哲
造
ら
の
学
生
に
よ
っ
て
児
玉
花
外
、
山
田
耕
搾

ら
に
依
頼
し
実
現
し
た
。
西
条
八
十
の
加
筆
も
あ
っ
た
。
山
田
耕

搾
に
よ
れ
ば
「
詩
が
曲
を
呼
」
ん
だ
も
の
で
、
名
曲
は
詩
の
良
さ

に
由
来
す
る
と
い
う
。
歌
詞
の
な
か
に
建
学
理
念
を
集
約
し
て
お

り
、
特
に
第
二
小
節
に
そ
れ
が
明
確
化
さ
れ
て
い
る
。
「
遂
げ
し

維
新
の
栄
に
な
ふ
」
を
ふ
ま
え
「
権
利
自
由
の
揺
藍
の
、
歴
史
は

古
く
今
も
な
ほ
、
強
き
光
り
に
輝
け
り
。
独
立
自
治
の
籏
か
ざ
し
、

高
き
理
想
の
道
を
行
く
」
健
児
、
と
続
く
。
「
維
新
革
命
」
を
肯
定

し
、
自
由
民
権
運
動
の
高
揚
に
共
鳴
す
る
花
外
は
、
明
治
大
学
の

歴
史
の
信
奉
者
の
よ
う
に
、
校
歌
の
中
に
建
学
の
理
念
を
具
体
化

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
維
新
変
革
の
平
民
的
潮
流
を
肯
定
し
、
基

本
的
人
権
の
権
利
平
等
を
説
い
て
成
立
し
た
明
治
法
律
学
校
が
、

そ
の
歴
史
を
踏
ま
え
つ
つ
国
家
お
よ
び
官
学
に
対
抗
し
、
独
立
自

治
を
校
是
と
し
、
理
想
追
求
に
努
力
す
る
明
大
生
の
姿
を
詠
っ
て

い
る
の
で
あ
る
。
ま
さ
に
明
治
大
学
史
の
集
約
で
あ
っ
た
。

（
五
）
　
大
学
の
展
開
と
そ
の
特
質

　
大
正
七
（
一
九
一
八
）
年
一
二
月
、
「
大
学
令
」
が
公
布
さ
れ

る
。
大
学
は
す
べ
て
「
国
家
ノ
須
要
ナ
ル
学
術
、
理
論
及
応
用
ヲ

教
授
」
す
る
場
所
と
さ
れ
、
「
兼
テ
人
格
ノ
陶
冶
及
国
家
思
想
ノ

酒
養
」
を
す
る
も
の
と
さ
れ
た
。
「
社
会
ノ
須
要
」
に
よ
り
成
長
し

て
き
た
専
門
学
校
系
の
私
立
大
学
を
、
「
国
家
ノ
須
要
」
の
国
立
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大
学
並
み
に
編
成
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。
言
い
か
え
れ
ば
、

資
本
主
義
の
確
立
に
と
も
な
い
人
材
養
成
機
関
と
し
て
成
長
し
つ

つ
あ
っ
た
私
学
に
国
立
大
学
同
様
の
名
誉
を
与
え
、
国
家
思
想
の

教
育
機
関
に
取
り
込
も
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
財
政

的
に
援
助
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
専
任
教
授
陣
の
必
要
、

図
書
館
整
備
、
基
本
財
産
、
学
部
供
託
金
な
ど
を
義
務
づ
け
、
一

層
の
負
担
増
を
強
い
て
い
る
。
こ
の
こ
と
が
、
私
学
に
お
け
る
校

友
の
発
言
強
化
を
惹
起
す
る
原
因
と
な
っ
た
。

　
大
学
令
に
よ
る
明
治
大
学
が
誕
生
す
る
の
は
、
大
正
九
年
四
月

一
五
日
で
あ
る
。
私
学
で
は
、
同
年
二
月
の
慶
応
義
塾
大
学
、
早

稲
田
大
学
に
つ
い
で
三
番
目
で
あ
る
。
し
か
し
同
日
に
は
法
政
大
、

中
央
大
、
日
本
大
、
国
学
院
大
、
同
志
社
大
学
が
認
可
さ
れ
て
い

る
。
大
正
九
年
現
在
の
大
学
総
数
は
一
六
校
、
そ
の
う
ち
半
分
の

八
校
が
私
立
大
学
で
あ
っ
た
。
昭
和
三
年
当
時
は
全
大
学
数
四
〇

校
、
う
ち
二
三
校
が
私
立
大
学
で
、
校
数
の
変
化
に
も
社
会
的
要

請
の
度
合
い
が
反
映
す
る
。
私
立
大
学
の
う
ち
二
学
部
以
上
の
総

合
大
学
は
一
一
大
学
で
、
他
は
単
科
大
学
で
あ
っ
た
。
明
治
大
学

は
大
学
昇
格
時
、
従
来
ど
お
り
法
学
部
と
商
学
部
で
発
足
し
た
が
、

供
託
金
で
苦
労
し
な
が
ら
大
正
一
四
（
一
九
二
五
）
年
七
月
、
政

治
経
済
学
部
が
認
可
さ
れ
、
三
学
部
を
も
つ
総
合
大
学
と
な
っ
た
。

　
大
正
九
年
四
月
か
ら
昭
和
二
四
年
新
制
大
学
期
ま
で
の
明
治
大

学
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
性
格
が
変
化
す
る
時
期
で
あ
る
。
基
本

的
に
は
軍
国
主
義
化
の
波
に
蔽
わ
れ
る
。
大
正
一
四
年
「
陸
軍
現

役
将
校
学
校
配
置
令
」
に
よ
り
九
月
に
配
属
将
校
が
赴
任
し
、
軍

事
教
練
が
始
ま
る
。
学
生
の
左
傾
化
に
危
機
感
を
抱
く
政
府
は
、

思
想
問
題
に
対
処
す
る
た
め
、
昭
和
三
年
八
月
、
学
生
課
、
学
生

主
事
の
設
置
を
決
め
た
が
、
明
治
大
学
で
も
学
生
監
を
設
置
す
る
。

七
年
三
月
の
明
治
大
学
令
で
は
思
想
善
導
の
「
指
導
局
」
設
置
、

学
生
主
事
、
生
徒
主
事
を
お
く
こ
と
を
決
め
て
い
た
。
こ
の
頃
を

さ
か
い
に
、
学
内
に
右
翼
学
生
団
体
が
組
織
さ
れ
た
。
そ
の
ピ
ー

ク
が
一
三
年
一
二
月
結
成
の
学
生
興
亜
会
で
あ
り
、
こ
れ
を
契
機

に
中
国
・
蒙
古
特
務
機
関
の
予
備
役
少
将
松
室
孝
良
が
指
導
局
長

と
な
り
学
内
の
右
派
的
再
編
が
完
成
す
る
。
昭
和
一
四
年
三
月
の

興
亜
科
の
設
置
も
そ
の
影
響
の
下
に
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
と
き
教
練
も
必
修
と
な
る
。

　
戦
時
体
制
の
進
行
は
、
昭
和
　
六
年
報
国
団
か
ら
報
国
隊
の
結

成
と
な
り
、
誉
田
農
場
も
そ
の
修
練
道
場
と
し
て
四
月
に
購
入
さ

れ
、
繰
り
上
げ
卒
業
も
始
ま
り
戦
争
に
突
入
す
る
。
徴
兵
猶
予
の
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解
除
、
勤
労
動
員
が
専
門
学
校
、
私
立
大
学
へ
の
差
別
意
識
の
も

と
で
進
め
ら
れ
る
。

　
大
正
九
年
か
ら
新
制
大
学
に
至
る
第
三
期
は
、
大
学
経
営
上
か

ら
言
え
ば
大
学
昇
格
に
と
も
な
う
財
政
負
担
の
多
く
を
校
友
に
頼

り
、
大
正
大
震
災
か
ら
の
復
興
、
特
に
記
念
館
建
設
を
め
ぐ
っ
て

学
生
及
び
校
友
に
依
頼
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
こ
と
が
、
寄
付
行

為
の
面
で
校
友
進
出
の
度
合
い
を
高
め
た
。
大
正
一
〇
年
の
大
学

紛
争
以
来
、
校
友
相
争
う
「
騒
動
大
学
」
と
言
わ
れ
、
「
校
友
の
学

校
問
題
容
啄
を
戒
む
」
（
「
駿
台
新
報
」
二
七
〇
号
）
と
の
論
説
が

出
た
の
は
昭
和
五
年
一
一
月
で
あ
っ
た
。
こ
の
間
、
大
正
＝
二
年

か
ら
昭
和
三
年
に
か
け
て
、
記
念
館
建
設
（
現
エ
ル
タ
ワ
ー
前

身
）
を
め
ぐ
っ
て
教
職
員
、
学
生
、
校
友
の
一
致
協
力
関
係
が
成

立
し
た
の
を
う
け
て
、
学
内
の
精
神
的
高
揚
が
「
大
明
治
建
設
」

の
主
張
へ
と
連
な
る
。

　
昭
和
二
年
一
〇
月
、
当
時
の
、
学
生
会
代
表
総
務
委
員
三
木
武

夫
（
の
ち
総
理
大
臣
）
も
「
愛
校
心
の
結
晶
と
も
言
ふ
へ
き
記
念

館
」
竣
工
の
い
ま
、
「
名
実
共
に
大
明
治
建
設
を
全
校
的
使
命
」
と

す
べ
き
こ
と
を
主
張
し
た
。
協
力
一
致
、
「
真
の
ユ
ニ
。
ハ
ー
シ

テ
ィ
ー
の
完
成
」
で
あ
る
と
い
う
。
大
明
治
建
設
は
「
学
の
明

治
」
の
創
出
と
施
設
の
完
備
、
組
織
の
総
合
性
の
獲
得
で
あ
っ
た
。

組
織
の
総
合
性
に
は
学
部
増
設
が
含
ま
れ
て
お
り
、
政
治
経
済
学

部
の
独
立
直
後
の
こ
と
と
て
、
さ
ら
な
る
総
合
大
学
化
が
期
待
さ

れ
た
の
で
あ
る
。

　
第
3
表
は
明
治
大
学
に
お
け
る
全
学
部
の
生
成
史
を
表
化
し
た

も
の
で
あ
る
。
大
明
治
建
設
の
主
張
が
消
え
な
い
う
ち
に
、
昭
和

四
（
一
九
二
九
）
年
に
は
女
子
部
が
、
七
年
に
は
専
門
部
文
科
が

設
置
さ
れ
、
「
総
合
大
学
実
現
」
の
基
礎
と
し
て
期
待
さ
れ
た
。
戦

時
体
制
期
に
は
国
家
的
要
請
と
か
か
わ
り
明
治
東
京
工
業
専
門
学

校
が
、
敗
戦
直
後
に
は
食
糧
増
産
を
掲
げ
東
京
農
業
専
門
学
校
が

設
立
さ
れ
、
昭
和
二
四
年
新
制
大
学
で
の
法
、
商
、
政
経
に
次
い

で
、
文
、
工
、
農
学
部
と
な
り
、
短
期
大
学
の
基
礎
が
確
立
し
て

い
た
の
で
あ
る
。
「
学
の
明
治
」
を
標
榜
し
つ
つ
も
、
専
門
部
ま
た

は
専
門
学
校
の
拡
大
を
通
じ
て
努
力
し
た
の
が
第
三
期
の
特
徴
で

あ
っ
た
。

　
組
織
の
拡
大
に
と
も
な
い
卒
業
生
も
多
く
な
る
。
第
4
表
に
よ

り
年
度
別
校
友
数
の
推
移
を
み
れ
ば
、

校
友
数
が
一
〇
〇
〇
人
台
に
な
っ
た
の
は
明
治
二
五
年
、
明
治
四

〇
年
代
末
で
五
〇
〇
〇
人
余
で
あ
っ
た
。
大
正
九
年
大
学
令
に
よ
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第3表　日本近代史のなかの明治大学

　　　成立期学部理念とその変化

〔教育理念変還表〕

開校日 学部・学校 当初学生数 設　立　趣　旨 最近の教育目標（平成4年）

明治 明治法律学校 40人余 法律ノ普及 一
社会現象の法的意味を体系

14，1．17 的，総合的に判断しうる能

力を身につけた人材の育成

（1部800人・2部280人）

明治 商学部 60人（第1 商事に必要な高等専門の 門 流通経済の場で国際化・清

36．9 回卒業生） 学術教授「実際二活用ス

wキ人物ノ養成」

学
校

報化に対応しうる人物の育

ｬ　　　　　　（900・450）

明治 文学部 64名（3年 「広ク東西，文学二関ス 〒
39．9 間在籍者） ル学術ヲ教授」 ↓

大正9一

大正

P4．4

政治経済学部 360人
i在学定数）

官界・自治体・実業界・

ｾ論界への貢献，政治学
yび経済学の調和的教育

T 総合的な社会科学的知識と

ｻ断力をもった教養豊かな
齧蜷lの育成　（900・440）

昭和 女子部 予科50人 女性職業に必要な法律・
学
校 優れた社会性ある人間の育

4．4 （専門部） 本科100人 経済゜商業に関する基礎 （
成　　　　　　　　（400）

一

的知識の教授，婦人弁護

mの養成
学
部

大

昭和
V．4

明
治
建

文科

i専門部）

300名

i定員）

総合大学の基礎的学科の

ｳ授，現代社会の実際活

ｮに対応

専
門
琶
専

専門知識を身につけた幅広

｢教養人の養成
@　　　　　　（550・300）

昭和
P9．6

設
期 東京明治

H業専門学校

200名

i定員）

重大時局下，国家ノ要望

Xル科学・技術要員ノ養

門
学
校

科学技術の役割を認識し，

ｻの発展に寄与しうる人材

成 併 の養成　　　　　　（770）

設
昭和 明治農業 120名 国家要請に応ずる有能か 生命科学，バイオテクノロ

21．6 専門学校 （定員） つ実行力のある農業技術 ジー，農業関係で基礎と実

者の養成 際両面で活躍でき，人類社

会発展に寄与できる人材の

育成　　　　　　　（350）

昭和 新制明治大学 3，680名 ①人格形成・社会有為の

24．4 （定員） 人材の養成，知的・道徳

I及び応用能力の効上

A「国家二須要ナル学術
m理論及ビ応用ヲ教授シ

↑
獲
學
校

巌縫設鶉〉

並ビニ其纏奥ヲ攻究」 期

昭和 経営学部 250名 社会的責任ある経営管理 産業社会の変化に対応しう

28．4 （定員） の幹部養成，企業経営担 るリーダー的人材の育成

当者の育成 （理論と実践の統合）
～

（550）
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　　第4表　校友の数・校友の総数

明治15（1882）年　～平成10（1998）年

卒　業　年 校友の数 校友の総数 卒　業　年 校友の数 校友の総数

明治15（1882） 20 20 昭和ヱ7（1942） 4，G50 42，602

17（1884） 33 69 19（1944） 2，583 50，296

19（1886） 13 103 21（1946） LO54 52，590

21（1888） 79 226 23（1948） 2，721 56，916

23（1890） 406 771 25（1950） 4，262 64，707

25（1892） 148 1，056 27（1952） 3，061 73，493

27（1894） 89 1，267 29（1954） 3，686 83，715

29（1896） 86 L421 31（1956） 8，245 97，806

31（1898） 101 1，625 33（1958） 7，116 113，389

33（1900） 141 1，858 35（1960） 6，463 126，290

35（1902） 315 2，356 37（1962） 7，128 139，731

37（1904） 333 3．069’ 39（1964） 7，775 154，683

39（1906） 246 3，608 41（1966） 8，484 171，353

41（1908） 260 4，184 43（1968） 7，368 186，567

43（1910） 378 4，974 45（1970） 7，733 201，495

45（1912） 335 5，692 47（1972） 7，849 216，639

大正3（1914） 319 6，435 49（1974） 7，578 231，612

5（1916） 358 7，ヱ37 51G976） 7，476 246，514

7（1918） 347 7，800 53（1978） 8，037 262，377

9（1920） 523 ・8，726 55（1980） 7，855 278，028

11（1922） 681 10，040 57（1982） 7，823 293，820

13（1924） 1，200 12，364 59（1984） 7，725 308，882

15（1926） 1，164 14，746 61（1986） 8，275 325，2工2

昭和3（1928） 1，057 16，771 63（1988） 8，174 341，367

5（1930） 1，122 18，986 平成2（1990） 7，893 357，219

7（1932） 1，402 21，629 4（1992） 8，981 374，703

9（1934） 1，502 24，550 6（1994） 8，903 392，233

11（1936） 1，737 28，033 8（1996） 8，616 409，719

13（1938） 1，464 31，001 10（1998） 8，468 426，688

15（1940） 1，502 33，874

（1999年7月調査 「校友システム」より作成）
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る
大
学
へ
の
昇
格
で
入
学
生
が
増
加
し
、
そ
の
卒
業
生
が
出
た
大

正
一
一
年
に
一
万
人
に
達
す
る
。
昭
和
六
年
に
二
万
人
台
と
な
り
、

新
制
大
学
編
入
前
に
は
五
万
人
に
達
し
て
い
る
。
昭
和
二
四
年
新

制
大
学
と
な
り
、
二
八
年
に
経
営
学
部
も
成
立
し
、
卒
業
生
が
急

増
し
て
、
三
二
年
に
は
一
〇
万
人
台
と
な
る
。
現
在
は
四
〇
万
人

近
く
の
校
友
を
有
す
る
全
国
有
数
の
大
私
立
大
学
で
あ
る
。
第
四

期
の
新
制
大
学
期
の
急
増
は
驚
く
べ
き
も
の
が
あ
る
。

　
第
4
表
は
、
卒
業
生
の
増
大
の
推
移
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

こ
の
こ
と
は
弁
護
士
養
成
機
関
と
し
て
出
発
し
た
明
治
大
学
の
性

格
を
微
妙
に
変
化
さ
せ
る
。
大
正
一
四
年
当
時
、
い
ま
だ
「
明
治

第5表　日本郵船の高学歴社員と処遇

　　　　　（大正6年）

社員数 初任給

東京帝大法 42人 40円

東京帝大工 23 45

東京高商 141 35～40

神戸高商 24 35

長崎高商 20 30

山口高商 18 30

小樽高商 13 30

大阪高商 4 30

慶応義塾 87 30

早　稲　　田 70 30

明　　　　治 21 25

中　　　　央 11 25

青山学院 9 25

同　志　社 6 25

日　　　　本 5 25

東北学院 4 23

専　　　　修 3 25

立　　　　教 2 25

（r学生年鑑』大正15年版）

と
言
へ
ば
司
法
官
や
弁
護
士
の
製
造
会
社
の
様
に
思
は
れ
て
い

る
」
（
「
駿
台
新
報
」
第
九
七
号
）
の
だ
が
、
「
商
科
が
設
け
ら
れ
て

か
ら
は
い
く
ら
か
法
科
の
学
生
に
も
昔
の
お
も
か
げ
が
消
え
て
行

く
様
」
に
思
わ
れ
る
と
い
う
。
こ
の
こ
ろ
か
ら
法
学
部
出
身
の
司

法
試
験
合
格
者
の
ト
ッ
プ
の
座
が
他
大
学
に
代
わ
り
、
停
滞
し
始

め
る
。
中
央
大
学
が
代
わ
っ
て
ト
ッ
プ
に
な
る
の
は
大
正
一
四
年

で
あ
る
。
「
明
治
法
律
王
国
衰
乱
の
兆
」
（
「
駿
台
新
報
」
　
一
＝
＝

号
）
と
さ
れ
る
の
も
こ
の
頃
で
あ
る
。
か
わ
っ
て
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

社
会
の
成
立
に
と
も
な
い
商
学
部
が
喧
伝
さ
れ
て
く
る
か
ら
で
あ

る
。
大
正
期
以
降
、
新
中
間
層
と
し
て
の
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
が
急

増
す
る
。

　
明
治
大
学
に
、
今
日
の
就
職
課
に
相
当
す
る
「
人
事
課
」
が
設

置
さ
れ
る
の
は
、
大
正
＝
二
年
一
一
月
で
あ
る
。
明
大
生
の
就
職

増
加
に
対
応
す
る
措
置
で
あ
る
。
就
職
問
題
を
め
ぐ
っ
て
は
当
初

か
ら
大
き
な
問
題
が
存
在
し
た
。
た
と
え
ば
、
大
正
六
年
度
の
日

本
郵
船
の
初
任
給
を
み
れ
ば
第
5
表
の
よ
う
に
な
る
。

　
当
時
は
専
門
学
校
系
私
立
大
学
の
時
代
で
あ
っ
た
が
、
国
立
と

私
学
と
の
俸
給
上
の
差
は
顕
著
で
あ
る
。
近
代
日
本
の
高
等
教
育

体
系
の
形
成
上
の
特
質
を
俸
給
上
に
表
現
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
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ま
た
就
職
者
の
実
力
に
も
関
係
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
問
題
は
、

私
学
で
あ
り
な
が
ら
慶
応
、
早
稲
田
が
す
で
に
別
格
で
、
明
治
を

含
む
他
の
私
学
が
よ
り
低
く
な
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
東
京
帝
大

工
を
頂
点
に
、
ほ
ぼ
四
重
の
各
差
の
な
か
に
あ
っ
た
わ
け
で
、
学

生
に
と
っ
て
大
学
選
択
は
そ
の
ま
ま
将
来
を
決
定
づ
け
る
シ
ビ
ア

な
時
代
で
あ
っ
た
。

　
初
任
給
に
表
現
さ
れ
る
給
料
格
差
は
、
大
学
令
に
よ
り
明
治
大

学
に
昇
格
し
た
大
正
九
年
以
降
も
変
わ
っ
て
い
な
い
。
日
本
の
三

大
私
学
と
言
わ
れ
た
明
治
大
学
が
、
な
ぜ
国
立
大
学
だ
け
で
な
く
、

慶
応
、
早
稲
田
よ
り
俸
給
が
低
い
の
か
は
、
当
時
か
ら
明
大
関
係

者
の
最
大
関
心
事
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
大
正
末
期
の
学
内
論
潮
に

も
し
ば
し
ば
登
場
す
る
。
「
飛
躍
的
成
長
期
」
の
大
正
期
に
す
で

に
特
質
づ
け
ら
れ
た
俸
給
格
差
は
、
「
質
的
発
展
期
」
で
あ
る
昭

和
一
〇
年
代
ま
で
存
続
す
る
。
「
大
学
は
出
た
け
れ
ど
」
の
就
職

難
に
見
舞
わ
れ
た
昭
和
恐
慌
期
の
学
生
気
分
は
、
明
大
生
古
賀
政

男
の
「
影
を
慕
い
て
」
（
昭
和
四
年
）
の
歌
に
代
表
さ
れ
る
が
、
不

況
感
の
な
か
に
あ
る
社
会
的
雰
囲
気
を
代
弁
し
て
大
ヒ
ッ
ト
し
た

の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
真
意
は
給
料
格
差
の
明
大
生
の
や
る
せ
な

さ
も
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
参
考
ま
で
に
昭
和
六
年
当
時
の

予
科
生
生
活
費
内
訳
け
を
表
す
と
第
6
表
の
よ
う
に
な
る
。
こ
の

時
期
に
停
滞
し
た
学
生
の
就
職
状
況
は
昭
和
「
○
年
代
に
入
り
、

特
に
戦
時
体
制
の
も
と
で
回
復
す
る
。
そ
の
特
徴
は
つ
ぎ
の
よ
う

な
も
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
時
期
、
官
公
私
立
の
す
べ
て
が
学
校
の
新
・
増
設
を
お
こ

な
う
。
そ
れ
は
戦
時
下
で
の
緊
急
の
人
材
需
要
に
応
ず
る
国
家
の

要
請
に
よ
る
も
の
で
、
①
科
学
技
術
教
育
の
振
興
、
②
植
民
地
経

営
の
た
め
医
師
養
成
が
そ
の
内
容
で
あ
っ
た
か
ら
、
理
工
系
大
学

第6表　昭和6年度予科生初年度生活費内訳

納付金 入　学　金 5円

学　　　費 100円

学友会費 8円 （小計）

教　練　費 5円 118円

衣服費 制　　　服 25円

外　套　代 25円

制　　　帽 3円

靴 5円 （小計）

脚　　　絆 75銭 58円75銭

教科書・参考書 20円 20円

遊学費 下　宿　代 250円 （小計）

雑　　　費 170円 420円

通学生 196円75銭

合　計 遊学生 616円75銭

（明治大学創立50年記念「明大グラフ」より作成）
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お
よ
び
同
系
学
部
・
学
科
の
増
加
を
来
し
、
理
系
卒
業
生
の
増
加

に
帰
結
す
る
。
法
文
系
と
理
工
系
卒
業
生
の
比
率
は
昭
和
｝
○
年

の
八
対
二
（
正
確
に
は
一
八
％
）
か
ら
、
］
九
年
に
は
七
対
三

（
二
七
％
）
に
変
化
す
る
。
就
職
先
も
大
正
期
ま
で
の
中
央
・
地

方
官
僚
、
学
校
教
員
、
資
格
制
限
の
あ
る
専
門
職
が
飽
和
状
態
と

な
り
、
か
わ
っ
て
民
間
企
業
の
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
と
し
て
の
俸
給

生
活
が
中
心
と
な
る
。
戦
時
編
成
や
就
職
時
の
重
層
性
を
か
か
え

つ
つ
、
国
家
的
要
請
に
従
属
し
、
社
会
的
要
請
を
代
弁
す
る
明
治

大
学
の
姿
が
よ
り
一
層
鮮
明
と
な
る
時
期
で
あ
っ
た
。

（
六
）
　
明
治
大
学
の
現
在

　
昭
和
二
二
（
一
九
四
七
）
年
、
「
教
育
基
本
法
」
、
「
学
校
教
育

法
」
が
公
布
さ
れ
、
「
専
門
学
校
令
」
を
含
む
旧
来
の
教
育
関
係
法

規
は
す
べ
て
廃
止
さ
れ
た
。
高
等
教
育
機
関
は
新
し
く
四
年
制
の

大
学
に
再
編
、
移
行
す
る
こ
と
が
決
め
ら
れ
、
昭
和
二
三
年
か
ら

「
新
制
大
学
」
へ
の
移
行
が
始
ま
る
。
官
公
立
の
諸
学
校
は
六
九

の
「
新
制
国
立
大
学
」
に
再
編
さ
れ
、
私
学
は
二
一
二
年
か
ら
二
五

年
ま
で
に
一
〇
六
校
の
「
新
制
私
立
大
学
」
と
し
て
出
発
す
る
。

　
設
置
認
可
の
基
準
が
低
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
戦
前
期
に
急
造
さ

れ
た
専
門
学
校
や
小
規
模
の
女
子
専
門
学
校
を
「
短
期
大
学
」
と

し
て
残
し
な
が
ら
、
多
く
は
新
制
大
学
に
統
合
さ
れ
て
、
総
合
大

学
の
一
翼
を
担
う
。
「
大
明
治
建
設
」
計
画
を
再
び
掲
げ
、
総
合
大

学
化
を
図
っ
た
明
治
大
学
は
、
ま
さ
に
そ
の
典
型
で
あ
っ
た
。

　
明
治
大
学
の
新
制
大
学
編
成
時
に
お
け
る
入
学
生
は
、
定
員
総

数
三
六
八
〇
人
、
昭
和
二
八
年
四
月
成
立
の
経
営
学
部
の
入
学
定

員
を
含
め
る
と
三
九
三
〇
人
、
昭
和
三
〇
年
度
の
学
部
在
学
生
総

数
は
三
万
五
三
九
四
人
に
達
し
た
。
以
後
、
若
干
の
減
少
が
あ
る

も
の
の
、
三
万
三
〇
〇
〇
人
台
を
今
日
ま
で
維
持
し
、
校
友
数
の

急
増
す
る
全
国
有
数
の
マ
ン
モ
ス
私
大
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
間
、
五
〇
年
余
。
社
会
と
の
か
か
わ
り
で
さ
ま
ざ
ま
な
出

来
事
が
起
こ
っ
て
い
る
。
大
別
す
れ
ば
、
第
一
に
専
教
連
改
革
、

第
二
に
学
園
紛
争
、
第
三
に
経
済
の
高
度
成
長
に
と
も
な
う
偏
差

値
の
上
昇
、
第
四
に
、
こ
の
間
に
急
変
す
る
教
育
事
情
の
実
態
の

問
題
が
あ
る
。
順
を
追
っ
て
簡
単
に
述
べ
て
お
こ
う
。

　
専
教
連
改
革
は
、
昭
和
三
〇
（
一
九
五
五
）
年
九
月
に
「
明
大

教
授
ス
ト
問
題
」
と
し
て
報
道
さ
れ
た
学
園
浄
化
闘
争
で
あ
る
。

各
学
部
教
授
団
の
連
合
組
織
、
専
任
教
授
連
合
会
（
専
教
連
）
が
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中
心
と
な
っ
た
学
内
民
主
化
闘
争
で
あ
っ
た
。
明
治
大
学
は
私
学

ゆ
え
、
拡
張
期
に
は
大
学
経
営
上
、
授
業
料
収
入
の
み
で
は
不
足

す
る
場
合
が
多
く
、
い
き
お
い
校
友
へ
の
寄
付
に
期
待
せ
ざ
る
を

得
な
く
な
る
。
こ
の
場
合
、
活
躍
す
る
の
が
校
友
出
身
理
事
で
あ

る
。
と
こ
ろ
が
、
経
営
基
盤
の
安
定
化
に
よ
る
大
学
運
営
の
発
展

と
い
う
本
来
的
任
務
を
逸
脱
し
、
利
権
集
中
を
目
的
と
し
た
不
正

理
事
を
生
む
こ
と
に
な
っ
た
。
戦
前
期
か
ら
の
寄
付
行
為
が
、
教

員
出
身
理
事
に
対
し
校
友
出
身
理
事
の
比
率
を
高
く
し
て
い
た
こ

と
も
あ
っ
て
、
校
友
層
の
教
育
へ
の
介
入
も
多
く
な
る
。
彼
ら
は

新
学
部
設
置
や
新
施
設
の
建
設
に
か
ら
ん
で
暗
躍
す
る
。
特
に
大

学
院
棟
建
設
に
か
ら
ん
で
、
兎
角
の
う
わ
さ
が
流
れ
て
い
た
。
専

教
連
改
革
は
こ
の
よ
う
な
問
題
の
あ
る
理
事
の
追
放
と
寄
付
行
為

の
改
正
（
教
員
、
校
友
出
身
理
事
を
半
々
と
す
る
）
を
お
こ
な
っ

た
の
で
あ
る
。
経
営
の
民
主
化
を
求
め
た
こ
の
改
革
は
、
一
方
で

は
教
育
の
自
立
を
求
め
る
革
新
運
動
で
も
あ
り
、
当
時
の
私
学
一

般
の
か
か
え
る
矛
盾
の
解
決
法
の
一
つ
を
示
す
も
の
と
な
っ
た
。

　
専
教
連
改
革
が
終
わ
る
と
、
不
景
気
に
よ
る
就
職
難
の
時
期
を

経
て
、
安
保
闘
争
に
学
内
は
揺
れ
る
。
昭
和
三
九
（
一
九
六
四
）

年
、
東
京
オ
リ
ソ
ピ
ッ
ク
を
契
機
に
高
度
成
長
期
を
迎
え
る
。

「
貧
乏
人
は
麦
を
喰
え
」
と
述
べ
た
池
田
首
相
の
も
と
所
得
倍
増

計
画
が
進
め
ら
れ
、
進
学
率
も
急
増
す
る
。
大
学
で
は
授
業
料
闘

争
か
ら
、
昭
和
四
三
（
一
九
六
八
）
年
、
東
大
安
田
講
堂
事
件
を

契
機
に
「
全
共
闘
」
運
動
の
学
園
紛
争
期
に
突
入
す
る
。

　
翌
年
六
月
「
明
治
大
学
全
共
闘
会
議
」
が
結
成
さ
れ
、
さ
ら
に

九
月
に
「
全
明
治
全
共
闘
会
議
」
に
再
編
さ
れ
た
が
、
そ
の
目
的

は
安
保
・
沖
縄
問
題
を
政
治
課
題
と
す
る
反
帝
権
力
闘
争
を
担
う

革
命
的
共
闘
組
織
づ
く
り
に
あ
っ
た
。
こ
の
時
し
き
り
に
唱
え
ら

れ
た
「
大
学
解
体
」
は
、
「
支
配
秩
序
の
破
壊
、
具
体
的
に
は
そ
れ

を
保
障
す
る
教
授
会
自
治
↓
改
革
委
路
線
、
学
部
・
学
科
・
専
攻

制
度
、
単
位
制
度
、
試
験
制
度
」
な
ど
の
破
壊
で
あ
り
、
付
随
す

る
諸
権
限
、
権
力
の
否
定
と
い
う
内
容
で
あ
っ
た
。
ま
さ
に
大
学

と
い
う
場
を
突
破
口
と
し
た
社
会
革
命
の
要
求
で
あ
っ
た
。
大
学

否
定
が
完
結
し
な
け
れ
ば
、
残
さ
れ
た
途
は
大
学
改
革
し
か
な
い
。

こ
れ
が
全
国
大
学
の
そ
の
後
の
展
開
で
あ
っ
た
。

　
一
九
七
〇
年
代
以
降
、
今
日
に
至
る
ま
で
の
明
治
大
学
は
、
す

ぐ
れ
て
世
界
史
、
現
代
史
に
か
か
わ
る
学
園
闘
争
に
対
応
し
つ
つ
、

急
変
す
る
大
学
を
と
り
ま
く
教
育
環
境
へ
の
対
応
に
苦
慮
す
る
こ

と
に
な
る
。
こ
の
時
期
、
進
学
率
の
急
増
と
、
一
八
歳
人
口
急
減
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へ
の
予
測
が
同
時
的
に
登
場
す
る
か
ら
で
あ
る
。
進
学
率
の
急
増

は
、
偏
差
値
の
上
昇
を
も
た
ら
す
。
一
方
、
受
験
生
拡
大
に
よ
る

財
政
の
一
時
的
安
定
と
、
臨
時
定
員
増
に
よ
る
入
学
定
員
の
公
的

水
増
し
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
偏
差
値
問
題
は
学
習
塾
の
発
達
す
る

都
市
部
中
心
の
合
格
者
を
増
し
マ
・
こ
一
東
大
」
化
を
促
す
。
地
方

型
バ
ン
カ
ラ
大
学
の
、
明
治
大
学
の
校
風
に
変
化
を
与
え
、
上
位

大
学
に
入
れ
ぬ
こ
と
の
自
己
卑
下
を
も
つ
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
学
生

を
生
む
と
同
時
に
、
受
験
競
争
に
勢
力
を
使
い
果
た
し
た
虚
無
学

生
の
登
場
を
促
し
た
。
社
会
の
肥
大
化
に
と
も
な
う
経
済
的
宗
教

的
誘
惑
に
よ
り
、
悩
め
る
学
生
も
多
く
生
ま
れ
て
、
こ
れ
へ
の
対

応
が
大
問
題
に
な
る
。
組
織
的
に
は
学
生
相
談
室
が
こ
れ
に
対
応

す
る
が
、
明
治
大
学
で
は
昭
和
三
四
年
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。
相

談
室
の
役
割
が
高
ま
る
の
が
、
七
〇
年
代
以
降
で
あ
る
。
幸
い
に

全
国
的
に
み
れ
ば
明
治
大
学
生
の
精
神
的
健
康
度
は
高
い
と
い
う

が
、
そ
れ
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
が
あ
と
を
絶
た
な
い
。

　
偏
差
値
の
上
昇
は
、
各
学
部
間
学
生
の
実
力
接
近
を
も
た
ら
す
。

明
治
大
正
期
の
「
司
法
試
験
の
法
学
部
」
明
治
、
昭
和
戦
前
期
の

「
就
職
の
商
学
部
」
と
い
う
特
定
銘
柄
で
は
対
応
で
き
な
い
時
期

と
な
り
、
学
部
間
の
競
争
を
踏
ま
え
な
が
ら
も
、
大
学
総
体
と
し

て
の
特
徴
の
創
出
が
よ
り
必
要
に
な
る
。
新
制
大
学
の
教
養
主
義

が
、
一
方
で
、
没
個
性
化
を
進
行
さ
せ
つ
つ
あ
る
今
日
、
受
験
生

の
志
望
理
由
に
あ
ら
わ
れ
た
明
治
大
学
の
社
会
的
威
信
の
あ
り
方

は
、
①
偏
差
値
、
②
キ
ャ
ン
パ
ス
・
ラ
イ
フ
、
③
校
風
、
④
卒
業

証
書
の
社
会
的
価
値
、
な
ど
で
あ
る
と
い
う
。
教
員
側
か
ら
み
れ

ば
「
教
養
」
と
「
専
門
」
の
調
和
、
「
学
術
性
」
と
「
実
利
性
」
の

相
関
に
よ
る
高
度
職
業
人
の
養
成
と
い
う
、
時
代
的
目
標
に
対
応

し
得
て
い
る
か
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
情
報
化
、
国
際
化
、
個

性
化
の
も
と
で
の
大
学
ぐ
る
み
の
特
色
づ
く
り
が
問
題
と
な
る
。

い
つ
の
時
代
で
も
そ
う
で
あ
る
が
、
中
心
は
や
は
り
「
研
究
と
教

育
」
の
質
が
大
学
威
信
の
源
泉
と
な
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、

自
己
点
検
、
自
己
評
価
は
制
度
的
圧
力
と
し
て
で
は
な
く
、
一
人

ひ
と
り
が
留
意
す
べ
き
も
の
と
な
る
。

終
わ
り
に

　
日
本
の
高
等
教
育
機
関
の
在
学
率
は
、
当
該
年
齢
人
口
（
一

八
～
二
一
歳
）
の
人
口
比
で
一
五
％
を
超
え
た
の
は
、
昭
和
四
一

（一

纔
Z
六
）
年
で
あ
っ
た
。
マ
ー
チ
ン
・
ト
ロ
ウ
は
、
こ
の
一
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五
％
と
い
う
数
値
を
、
高
等
教
育
の
エ
リ
ー
ト
段
階
か
ら
マ
ス
段

階
へ
の
移
行
を
示
す
量
的
な
指
標
と
し
た
。
彼
の
理
論
に
よ
れ
ば
、

マ
ス
段
階
に
到
達
し
た
の
は
、
世
界
史
上
、
ア
メ
リ
カ
を
は
じ
め

と
し
て
、
日
本
が
二
番
目
で
あ
る
と
い
う
。

　
日
本
の
マ
ス
段
階
は
、
経
済
の
高
度
経
済
成
長
を
背
景
に
、
マ

ン
モ
ス
私
学
に
主
導
さ
れ
、
進
行
し
て
き
た
。
高
等
教
育
の
大
衆

化
の
現
象
は
、
激
し
い
学
園
紛
争
を
契
機
に
、
伝
統
的
教
育
制
度

の
質
的
な
変
革
を
要
求
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
戦
前
の
東
京
大
学

と
専
門
学
校
系
私
立
大
学
毛
の
重
層
的
な
構
造
を
廃
止
し
、
真
に

日
本
的
な
大
学
を
創
り
出
す
努
力
で
あ
り
、
二
元
的
重
層
的
教
育

構
造
の
制
度
的
解
消
形
態
で
あ
る
「
新
制
大
学
」
の
あ
り
方
に
対

す
る
反
省
の
要
請
で
も
あ
っ
た
。
戦
前
格
差
を
残
し
た
ま
ま
制
度

的
に
同
一
と
な
っ
た
新
制
大
学
は
、
初
め
て
自
己
の
も
つ
教
育
上

の
諸
能
力
を
ふ
ま
え
、
改
革
論
議
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な

る
。
教
育
行
政
上
は
新
制
大
学
の
教
育
研
究
の
質
や
水
準
の
多
様

性
、
し
か
も
「
格
差
」
と
し
て
の
多
様
性
を
前
提
と
し
た
「
種
別

化
」
が
提
案
さ
れ
、
上
か
ら
の
多
様
化
の
対
応
が
図
ら
れ
て
い
る
。

「
強
い
ら
れ
る
多
様
化
」
に
対
し
、
「
選
択
さ
れ
た
多
様
化
」
を
自

立
的
に
打
ち
出
す
こ
と
が
各
大
学
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
が
現
況

で
あ
ろ
う
。
明
治
大
学
も
、
ま
た
こ
れ
に
能
動
的
に
対
応
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
マ
ス
段
階
の
教
育
的
特
徴
は
、
か
つ
て
の
エ
リ
ー
ト
養
成
か
ら

社
会
的
リ
ー
ダ
ー
の
養
成
へ
、
ま
た
、
教
育
目
的
も
、
人
間
形
成

中
心
か
ら
職
業
教
育
中
心
に
変
化
す
る
と
い
う
、
社
会
と
の
か
か

わ
り
も
断
絶
す
る
こ
と
な
く
、
不
明
確
か
つ
相
互
関
係
的
に
な
る

と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
よ
り
［
層
、
大
学
と
社
会
と
の

か
か
わ
り
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

　
こ
の
際
、
明
治
大
学
史
の
な
か
で
形
成
さ
れ
培
わ
れ
て
き
た
現

実
の
実
態
を
知
っ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
最
近
、
マ
ス
コ
ミ
で

大
学
の
ラ
ン
ク
づ
け
が
盛
ん
で
あ
る
。
い
く
つ
か
あ
る
も
の
の
う

ち
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
の
そ
れ
を
み
れ
ぽ
第
7
表
の
よ
う
に
な
る
。

一
九
九
三
年
度
か
ら
六
年
間
の
変
化
を
表
示
し
た
も
の
で
、
企
業

側
か
ら
み
た
約
六
〇
〇
ほ
ど
の
大
学
の
ラ
ン
ク
表
で
あ
る
。
年
度

に
よ
り
評
価
項
目
に
若
干
相
違
が
あ
る
が
、
毎
年
一
五
～
二
〇
項

目
に
つ
い
て
調
査
し
総
合
点
を
出
し
て
い
る
。
明
治
大
学
は
一
九

九
三
年
度
の
文
系
七
位
、
理
系
「
五
位
か
ら
、
九
八
年
度
に
は
文

系
三
六
位
、
理
系
四
九
位
に
落
ち
る
。
こ
れ
は
九
七
年
度
か
ら
文

系
、
理
系
を
別
々
に
明
示
し
た
た
め
、
総
合
大
学
は
二
度
表
示
さ
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第7表　最近の明治大学評価の推移

1993 1994 1995 1996 1997 1998

総合力 文7位 13位 16位 16位 文24位 文36位

理15位 理28位 理49位

潜在能力 12位 17位 25位 37位 柔軟性

即戦力 3位 8位 4位 13位 文6位 2位

のみ込みが早く要領がいい 3位 12位 20位 20位 理24位 23位

個性的である 15位 12位 17位 24位 個性

よく勉強している 59位 67位 61位 文12位 16位

組織を円滑に運営できる 10位 13位 12位 理19位 76位

組織に溶け込める 1位 1位 1位 21位 常識

大器晩成型である 7位 15位 23位 61位 文23位 52位

役員，管理職になる確率が高い 9位 17位 176 ？位 理45位 62位

営業部門にむいている 1位 2位 2位 組織力

間接部門にむいている 31位 41位 46位 文4位 20位

国際業務にむいている 25位 32位 38位 ？位 理21位 50位

創造性がある 11位 18位 19位 学問修得

精神的に自立している 4位 17位 14位 文64位 49位

この大学だけは採用したい 16位 16位 20位 理34 41位

入学試験の偏差値 20位 創造性

学力以外の面の能力 11位 文34位 40位

就職指導のよさ 1位 理32位 52位

定着率 45位 採用好感

教育システムのよさ 45位 文21位 48位

理28位 46位

（週刊ダイヤモンド「役にたつ大学」より作成）
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第1図　明治大学文系・理系のイメージ評価

明治大学・文系

　　　　　　　　　　　　個別評価1

　　　　　　　　　　　採用好感度
　　　個別評価9　　　　　　（21位）　　　　　　個別評価2

　　　就職支援　　　　　　　　　　リーダーシップ
　　　　（5位）　　　　　　　　　　　　　　　　　（15位）

　　　　　　　　　　　（偏差　59．7）

　　　　　　　　（偏差　69．7）　　　　59．9）
個別評価8　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　個別評価3

大学教育　　　4）総合　差　，　学問修得
　　　　　　　　　　　　　（24位・　　　　　　　　　（64位）（57位）

　　　　　　　　　　　　偏差値57．5）

　　　　　　　　　　　．1）　　　　（偏差　　．2）

個別評価7　　　　　　　　　　　　　　．5）　　　　　個別評価4

創造性　　　　　（偏　EL57．7）　　　　　　　自主性
　（34位）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（6位）

　　　　　　　個別評価6　　　　　　　個別評価5

　　　　　　　　常識　　　　　　　柔軟性
　　　　　　　（23位）　　　　　　　　（6位）

明治大学・理系

個別評価9

就職支援
　（9位）

個別評価1

採用好感度
　（28位）

大学教育
　（38位）

　　　　　　　　　創造性　　　　（偏
　　　　　　　　　（32位）

　　　　　　　　　　　　　　　個別評価6

　　　　　　　　　　　　　　　　常識

　　　　　　　　　　　　　　　　（45位）

（ダイヤモンド社r99年版役にたつ大学』）

　　△
　　口

（28位・

偏差値56）

　個別評価2

リーダーシップ

　　（31位）

学問修得
　（33位）

自主性
（25位）

個別評価5

柔軟性
（24位）
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第8表　校風体得のランキング

　（卒業生が出身大学の校風を

　濃密に身についけているか）

位
位
位
位
位
位
位
位
位
位
位
位
位
位

　
　
　
　
　
　
　
　
　
0
　
1
　
2
　
2
　
2

1
2
3
4
5
6
7
7
9
1
1
1
1
1

第 慶応大学　文系

早稲田大学　文系

京都大学　文系

京都大学　理系

東京大学　文系

東京大学　理系

早稲田大学　理系

慶応大学　理系

国際基督教大学

北海道大学　文系

一橋大学

関西学院大学

明治大学　文系

北海道大学　理系

22位　　明治大学　理系

（「週刊ダイヤモンド」1999．4．10号）

れ
て
大
学
数
が
増
大
し
た
結
果
で
も
あ
る
。

　
九
七
年
度
は
「
期
待
は
高
い
。
だ
が
応
え
き
れ
な
い
現
実
」
を

も
つ
の
が
明
治
大
学
で
あ
る
、
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
結
果

は
九
八
年
に
一
層
拡
大
し
て
い
る
。
教
員
、
学
生
と
も
「
応
え
き

れ
な
い
現
実
］
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
手
が
か
り
は
第
1

図
で
あ
る
、
急
速
に
落
ち
込
む
項
目
へ
の
対
応
が
焦
眉
の
念
で
あ

る
。　

総
合
講
座
と
の
関
連
で
い
え
ぼ
、
九
八
年
度
に
新
し
く
「
校

風
」
が
追
加
さ
れ
て
い
る
。
「
卒
業
生
が
濃
密
に
大
学
の
校
風
を

身
に
つ
け
て
い
る
」
と
い
う
項
目
で
あ
る
。
こ
れ
を
表
化
し
た
も

の
が
第
8
表
で
あ
る
。
明
治
大
学
は
文
系
一
二
位
、
理
系
二
二
位

で
あ
る
。
比
較
的
、
校
風
影
響
度
の
強
い
大
学
、
と
い
う
こ
と
に

な
ろ
う
。
質
実
剛
健
、
、
。
バ
ン
カ
ラ
性
を
残
し
な
が
ら
、
う
ま
く
社

会
に
同
化
し
て
い
る
と
い
う
証
し
で
あ
ろ
う
か
。
六
年
間
で
急
速

な
落
ち
込
み
の
項
目
が
あ
る
な
か
、
校
風
は
健
闘
し
て
い
る
項
目

で
あ
る
。
「
鉄
は
熱
い
う
ち
に
打
て
」
と
言
う
。
先
人
の
蓄
積
を
重

ん
じ
、
新
た
な
校
風
を
創
る
べ
く
、
総
合
講
座
の
必
要
性
は
高
い

も
の
と
思
わ
れ
る
。
社
会
的
要
請
の
意
味
を
冷
静
に
持
続
的
に
検

討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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